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       主な相談先
【市の接種体制や接種券に関する相談】

● 宮若市役所健康福祉課健康対策係
   ☎３２・１１７７
　（平日、午前８時３０分から午後５時１５分まで）

【集団接種の予約】
● 宮若市新型コロナワクチン接種コールセンター
   ☎０８００・２００・３７３０（５月８日から）

　（平日、午前８時３０分から午後５時１５分まで）
【ワクチン接種全般に関する相談】

● 厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
   ☎０１２０・７６１・７７０
　（年中無休、午前９時から午後９時まで）

【医療機関の受診に関する相談】
● 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所
   ☎０９４８・２１・４９７２（昼間）
　☎０５０・３６６５・８１２６（夜間・休日）

新型コロナウイルス　 関連情報（ワクチン接種情報）

対象者 ５月８日から８月３１日まで
の接種 接種券 接種ワクチン

６５歳以上
前回接種から３カ月以上経過し
た後にオミクロン株対応ワクチ
ンを１回接種

２月末までにオミクロン株対応ワクチンを
接種した人には５月上旬に発送済み。
その他は、前回接種から
３カ月経過する時期に発送。

オミクロン株
対応ワクチン

１２歳〜６４歳で
①基礎疾患がある人
②医療従事者、高齢
者施設などの従事者

前回接種から３カ月以上経過し
た後にオミクロン株対応ワクチ
ンを１回接種

希望する人は、本庁健康対策係の窓口か
電話（☎３２・１１７７）で申請してください。

オミクロン株
対応ワクチン

１２歳〜６４歳で
上記の①②以外の人 接種不可 送付なし 接種なし

対象者 ５月８日から８月３１日まで
の接種 接種券 接種ワクチン

５歳〜１１歳で
基礎疾患がある
子ども

１回目・２回目
未接種

初回接種（１回目・２回目）
が可能

発送済 従来株ワクチン
（小児用）

従来株ワクチンを
２回または３回接種済 さらに１回接種 各回の接種から３カ月経過する

月の月初に発送

オミクロン株
対応ワクチン
（小児用）

５歳〜１１歳で
基礎疾患がない
子ども

１回目・２回目
未接種

初回接種（１回目・２回目）
が可能

発送済 従来株ワクチン
（小児用）

従来株ワクチンを
２回または３回接種済 さらに１回接種 各回の接種から３カ月経過する

月の月初に発送

オミクロン株
対応ワクチン
（小児用）

６カ月〜４歳の
子ども

３回目（１〜３回）まで
未接種

初回接種（１回目〜３回目）
が可能

生後６カ月を迎える月の翌月の月
初に発送（その他の人へは発送済）

従来株ワクチン
（乳幼児用）

３回接種済 接種なし 送付なし 接種なし

※ 初回接種（１回目・２回目）が終わっていない人への接種は、5 月以降も継続して行います。（個別接種のみ）

■ ５月８日から８月３１日までの接種対象者は、
　過去の接種回数や年齢、基礎疾患の有無などで決まります
　コロナワクチンを接種する場合は、当面の間これまでに引き続き自己負担なしで接種できます。ま
た、１２歳から６４歳までの人のうち基礎疾患がない人への接種は、５月７日日でいったん終了します。

（次回は９月以降に開始予定です）
※ 内容は、４月２０日現在のものです。国の方針変更やワクチン供給状況などで変更になることがあ
ります。

■ 来月号以降、ワクチン接種などに関するお知らせは
　今月の健康コーナーでお知らせします
　新型コロナウイルス流行以降、毎月２・３ページでお知らせしてきたこのお知らせページは、新型
コロナウイルの感染症法上の位置づけが、５月８日月から季節性インフルエンザなどと同じ「５類」
に移行されることなどから、６月号以降、今月の健康コーナー、または今月の健康コーナーの次のペー
ジでお知らせします。ご理解をお願いします。

市公式ホームページ
ワクチン接種

情報掲載ページ

▼

最新情報はこち
ら のQRコ ード
からご確認くだ
さい。

　　 １２歳以上の人への接種（従来株ワクチンを２回以上接種した人）

【個別接種】
　予約受付時間などの詳細は、医療機関ごとに異な
ります。接種券に同封するチラシでご確認ください。
　ワクチンは、１・２回目の人は従来株、３回目以
降の人はオミクロン株対応のワクチンを使用します。

【集団接種】
　３回目以降の人へオミクロン株対応ワクチンを使
用した接種を行います。
● とき　６月４日日、１８日日

※ 日程は変更・追加する場合があります。
● ところ　▶︎６月４日日＝保健センターパレット
　▶︎６月１８日日＝マリーホール宮田
※ 自身での来場が難しい場合は、送迎サービスをご
利用ください。（接種日１０日前までに申込みが必要）
● 予約期限  ▶︎ウェブ＝接種希望日の
　３日前まで（QRコードからアクセス可）
　 ▶︎電話＝接種希望日の１０日前まで
● 予約電話　☎０８００・２００・３７３０

　　 １２歳未満の子どもへの接種

　接種券を紛失した場合や他の自治体でワクチン接種を
受けた後、宮若市へ転入した人などは、市役所に申請が
必要です。
　本庁健康対策係（☎３２・１１７７）に電話するか、接
種券発行申請書を窓口に持参または郵送してください。
● 申請先　〒８２３−００１１　宮若市宮田２９番地１
　宮若市役所健康福祉課健康対策係（１階）

接種券の再発行

　感染対策は個人や事業所の判断で行ってください。
　また、コロナ感染症にかかった場合は、次の対応が推
奨されます。

・発症後５日間かつ熱などの症状が軽快してから２４
時間は外出を控える

・その後さらに１０日経過するまではマスク等を着用

「５類」移行後の変更点

個別接種（医療機関での接種）のみです。詳細は接種券に同封のチラシをご覧ください。
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令
和
５
年
度  

施
政
方
針Page ５

スポーツ、芸術・文化、
健康長寿のまちづくり

Page ６

個性的で活力に満ちた、
コミュニティのまちづくり

Page ７

Page ８- ９

安心子育てと豊かな教育、
人材育成のまちづくり

● スポーツ

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
す
る
」「
み
る
」「
さ

さ
え
る
」
と
い
ろ
い
ろ
な
形
で
誰
も
が

気
軽
に
楽
し
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
勝
敗
や
記

録
を
競
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間
を
使
っ
て
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健
康
の
維
持
増
進
や

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
、
自
然
と
親

し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
気
軽
に
楽
し
め

る
も
の
も
ス
ポ
ー
ツ
に
定
義
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
策
定
し
た
第
三
期
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
も
、
こ
の
よ
う
な

「
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
が
有
す
る
価
値
」

を
高
め
る
取
り
組
み
の
推
進
が
柱
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
自
分
に
あ
っ
た
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
、
進
ん
で
楽
し
く
健
康
づ
く

り
を
行
え
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
な
ど
の
内
容
充
実
、
施
設
の
維
持

管
理
や
整
備
を
行
い
、
市
民
の
主
体
的

な
活
動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

・スポーツ機会の充実
・スポーツを通じた交流の拡大

● 芸術・文化

　
芸
術
・
文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き

る
喜
び
を
も
た
ら
し
て
人
生
を
豊
か
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
全
体
を
活
性

化
す
る
上
で
大
き
な
力
と
な
る
も
の
で
、

そ
の
役
割
は
重
要
で
す
。

　
市
の
歴
史
や
文
化
を
守
り
伝
え
、
地

域
の
絆
を
深
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
文
化
連
盟
や
文
化
財
保

護
委
員
の
方
々
と
連
携
し
、
歴
史
や
文

化
、
伝
統
、
芸
術
文
化
活
動
に
親
し
む

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
収
蔵
・
展
示
・
交
流

セ
ン
タ
ー
「
宮
若
ト
レ
ッ
ジ
」
を
は
じ

め
と
す
る
各
施
設
で
の
企
画
展
及
び
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
社
会
教
育
施
設

の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

文
化
祭
の
開
催
や
各
施
設
で
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
作
品
展
示
な
ど
、

社
会
教
育
施
設
で
の
情
報
の
発
信
に
努

め
ま
す
。

・芸術文化活動の充実

【テーマ１】スポーツ、芸術・文化、健康長寿のまちづくり

テーマ１

テーマ２

テーマ３

テーマ４

Page ９

市民目線と、不断の行財
政改革推進のまちづくり

テーマ５

・健康づくりと生きがいづくりの両立
　
健
康
は
豊
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
の

資
源
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
増
進
の
た
め
、
四
十

歳
・
四
十
五
歳
の
胃
が
ん
検
診
受
診

者
を
対
象
に
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無

を
調
べ
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
を
導
入

し
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
の
低
下
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
七
十
五
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
の
集
団
健
診
を
実
施
し
、
健
康
状

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
必
要
な
保
健

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
他
に
も
、
三
歳
児
健
診
時
の
視
力
検

査
に
屈
折
検
査
機
器
を
導
入
し
ま
す
。

遠
視
や
乱
視
な
ど
の
目
の
異
常
を
機
械

で
検
知
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
期
の
弱
視
な
ど
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
が

免
許
を
返
納
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
、
自
主
返
納
し
た
人
に
宮
若
市
乗

合
バ
ス
回
数
券
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
乗
車

券
等
を
交
付
し
ま
す
。

● 健康長寿

宮若市長
塩川　秀敏

【
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
一
歩
】

ご
挨
拶

　
「
目
に
青
葉　

山
ホ
ト
ト
ギ
ス　

初
鰹
」

一
番
い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
政
を
お
預
か
り
し
て
早
１
年
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
５
年
間
に
わ
た
る
宮
若
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
二

次
宮
若
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

今
年
度
取
り
組
む
主
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
後
述
い
た
し
ま
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像

「
ひ
と・み
ど
り・産
業
が
輝
く
ふ
る
さ
と
宮
若
」の
実
現
の
た
め
、「
市
民
目
線・

市
民
主
体
の
市
政
」
の
精
神
で
、
計
画
の
着
実
な
実
施
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
権
尊
重
・
人
権
感
覚
に
満
ち
た
市
政
運
営
を
進
め
、
住
み
た
い
・
住
み
続

け
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
職
員
と
共
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

産学官民の協働で、元気
な産業・環境のまちづくり

　

施
政
方
針
と
は
、
自
治
体
の
首
長
が
各
年
度
に
お
い
て
、

市
政
運
営
の
基
本
方
針
や
主
な
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
す
。

　

令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第

二
次
宮
若
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
重
点
的

な
取
り
組
み
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
特
集
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ＳＤＧｓ ( 持続可能な開発目標 ) の推進
　
市
で
は
、
現
在
四
つ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
あ
っ

た
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

そ
の
時
に
し
か
撮
れ
な
い
宮
若
の
風

景
を
中
心
に
発
信
。
そ
れ
を
見
て
、

市
を
訪
れ
る
人
も
多
く
、フ
ォ
ロ
ワ
ー

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
増
加
す
る
こ
と
は
、

宮
若
フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の

こ
と
を
関
係
人
口
と
い
い
、
そ
の
増

加
が
、
地
域
活
性
化
や
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
関
係
人
口
を
増
や

し
、新
た
な
力
と
し
て
宮
若
に
関
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

YouTube LINE

Facebook Instagram

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
日
本
語
に
訳
す
と

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
い
わ
れ

ま
す
。
世
界
が
直
面
す
る
環
境
、
政

治
、
経
済
な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
て

発
展
途
上
国
と
先
進
国
が
協
力
し
て

取
り
組
む
目
標
で
、十
七
の
ゴ
ー
ル（
目

標
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
続
可

能
で
強き
ょ
う
じ
ん靱、

そ
し
て
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
も
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
第

二
次
宮
若
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
で
は
各
種
施
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関

連
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。
広
報

紙
な
ど
で
の
周
知
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
で
職
員
が
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
行
う
な
ど
、
各
種
施
策

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
市
民
の
認
識
を

深
め
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

【テーマ３】産学官民の協働で、元気な産業・環境のまちづくり 【テーマ２】個性的で活力に満ちた、コミュニティのまちづくり

ＳＮＳを活用した関係人口の拡大

　
観
光
振
興
施
策

と
し
て
、旧
ド
リ
ー

ム
ホ
ー
プ
若
宮
跡

地
の
駐
車
場
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
農
業
観
光
振

興
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
て
、
脇
田
温

泉
や
西
鞍
の
丘
総

合
運
動
公
園
な
ど
の
近
隣
地
域
全
体
を

農
業
や
観
光
、
健
康
の
ふ
れ
あ
い
拠
点

と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
道
の
駅
構
想

を
含
む
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、
い
こ
い
の
里
千
石
と
力
丸
ダ
ム

の
桜
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
キ
ャ
ン
プ
な
ど

の
ア
ウ
ト
ド
ア
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
千
石
キ
ャ
ン
プ
場
を
現

代
の
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
施

設
に
改
修
し
ま
す
。

・観光拠点の整備推進
● 観光の振興

・地球温暖化対策・循環型社会の実現
・ワンヘルスの推進

　

人
と
自
然
が
調
和
し
て
生
き
る
た

め
に
は
環
境
保
全
活
動
が
必
要
で
す
。

と
り
わ
け
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
脱
炭
素
（
二
酸
化
炭

素
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
）
の
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
が
、
全
て
の
自
治
体

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
４
年
４
月
に

宮
若
市
を
含
む
北
九
州
都
市
圏
域
十
八

市
町
が
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
含
む
環
境
基
本
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
化
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
の

検
討
を
行
い
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
努
め
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
人
の
健
康
と
動
物
の
健
康
、

環
境
保
全
は
一
つ
と
い
う
概
念
で
あ
る

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
推
進
の
取
り
組
み
と
し

て
、
動
物
に
対
す
る
愛
護
意
識
の
高
揚

と
快
適
な
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

費
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

● 環境保全

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
住
み
続
け
た

い
」
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
づ
く
り
で
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
担
い
手
不

足
や
自
治
会
加
入
率
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
が
弱
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
広
く
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
吉
川
地
区
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
向
け
た
調
査
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
定
住
人
口
の
増
加
は
、
重
要
施
策
の

一
つ
で
す
。
住
宅
地
確
保
に
向
け
た
検

討
を
始
め
、
現
在
行
っ
て
い
る
定
住
奨

励
金
制
度
は
、
令
和
６
年
末
が
期
限
と

な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
定
住
制
度
の

検
討
を
進
め
ま
す
。

・個性的で持続可能な自治活動の支援
・定住人口・関係人口の創出

● 個性に満ちたコミュニティ

　
生
活
の
利
便
性
・
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
、
公
共
交
通
の
充
実
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
今
後
、
市
の
公
共
交
通
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
時
間
と

ル
ー
ト
で
柔
軟
な
運
行
が
可
能
と
な
る

予
約
制
の
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

中
心
に
す
え
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

市
内
全
域
に
区
域
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
従
来
の
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
見
直

し
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
っ
て
、

令
和
３
年
９
月
に
解
体
さ
れ
た
宮
田
バ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
宮
田
地
区
で
長
年
親

し
ま
れ
て
き
た
ま
ち
の
玄
関
口
的
な
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度

に
策
定
し
た
基
本
設
計
を
基
に
、
ト
イ

レ
を
備
え
た
バ
ス
待
合
所
を
兼
ね
る
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
建
設
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

・公共交通の利便性向上
● 公共交通の利便性の向上と利用促進

Pick UpPick Up
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「
市
民
目
線
・
市
民
主
体
の
市
政
」
運

営
に
は
市
民
や
各
団
体
と
の
対
話
や
交

流
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
自
治
会
長
会
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
懇
談

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
交
流

を
重
ね
、
市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
す

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
第
七
期
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
と
は
公
募
で
選
ば
れ
た
市

民
に
よ
る
組
織
で
、
市
の
現
状
や
課
題

を
整
理
し
て
問
題
解
決
に
向
け
た
調
査

研
究
を
行
い
、
市
政
提
言
を
行
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
世

代
、
立
場
の
市
民

に
参
画
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
や
市
政
を

よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま

す
。

・市民の声の反映推進

　
近
年
、
園
児
が
送
迎
用
の
バ
ス
に

置
き
去
り
に
さ
れ
、
命
を
落
と
す
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
幼

い
命
を
守
る
た
め
、
国
で
は
乗
車
、

降
車
の
際
に
園
児
の
所
在
確
認
を
行

う
こ
と
、
送
迎
用
の
バ
ス
に
安
全
装

置
を
装
備
す
る
こ
と
の
二
点
を
義
務

化
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
施
設
に
対
し
、
安
全
装
置

を
装
備
す
る
た
め
に
か
か
る
費
用
へ

の
助
成
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
保
護
者
が
子
ど
も
を
安

心
し
て
通
園
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

降車時確認式の装置
エンジン停止後に、運転者など
が車内を確認し、車両後部の装
置を操作しなければ警報が鳴る。

自動検知式の装置
エンジン停止から一定時間後に
センサーによる車内の検知を開
始。検知した場合に警報が鳴る。

【テーマ４】安心子育てと豊かな教育、人材育成のまちづくり

【テーマ５】市民目線と、不断の行財政改革推進のまちづくり

園児送迎バスへの安全装置装備を支援

・第２子保育料無償化
・保育士確保の取り組み

● 子育て支援の充実

● 市民目線の行政運営

・妊娠期から子育て期の相談支援と経済的支援

出産応援給付金 子育て応援給付金

対象者 宮若市で妊娠届出書を提出し、母子手帳交付
時の面談を受けた人 宮若市で赤ちゃん訪問（乳児家庭全戸訪問）を受けた人

支給方法 妊娠届出書を提出した際に面談を行い、支給
方法をご案内します 郵送でお送りしている案内をご確認ください

支給金額 ５万円 ５万円

支給回数 １回の妊娠につき、妊婦１人あたり１回 出産した子１人あたり１回

・学校の働き方改革とデジタル社会への対応の推進
● 学校教育の充実

　
子
育
て
支
援
の
充
実
は
、
少
子
高
齢
化
及
び
核
家

族
化
が
進
む
現
代
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
子
ど
も
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
一
元
的
に
取
り
組
む
こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設
さ

れ
る
な
ど
、
国
を
あ
げ
て
子
育
て
支
援
に
注
力
す
る

機
運
が
高
ま
る
中
、
市
で
も
子
育
て
支
援
へ
の
新
た

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
複
数
の
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
令
和
５
年

９
月
か
ら
、
二
歳
ま
で
の
第
二
子
保
育
料
を
無
償
化

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
第
三
子
以
降
は
保
育
料
が
無
償

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
子
は
半
額
免
除
だ
っ

た
た
め
、
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担
が
さ
ら
に

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
待
機
児
童
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
保
育
所
な
ど
の
運
営
に
必
要
な
保
育
士
の
確
保

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
潜
在
保
育
士
登
録
制
度
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
保
育
士
へ

の
就
職
祝
金
の
支
給
を
は
じ
め
、
保
育
実
習
生
の
受

け
入
れ
を
強
化
す
る
た
め
の
交
通
費
補
助
金
、
派
遣

保
育
士
雇
用
の
際
の
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
全
て
の
妊
婦
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
、
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
る
「
伴

走
型
相
談
支
援
」
を
行
い
ま
す
。
妊
娠
判
明
後

の
妊
娠
届
時
に
保
健
師
な
ど
が
面
談
を
行
い
、

妊
娠
、
出
産
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
他
、
出

産
が
近
づ
く
妊
娠
８
カ
月
頃
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
面
談
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

や
相
談
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
出
産
後
に
は
、

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
時
に
保
健
師
、
看
護
師
な

ど
が
面
談
を
行
い
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
一
貫
し
た
支
援
を
通
し
て
、
核

家
族
化
が
進
み
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
希
薄

に
な
る
中
、
孤
立
感
や
不
安
感
を
抱
く
妊
婦
、

子
育
て
家
庭
な
ど
に
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
の
届
出

や
出
生
の
届
出
を
行
っ

た
妊
婦
、
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
。

出産応援給付金
子育て応援給付金

　妊娠・出産時の関連
用品購入などにかか
る経済的負担軽減を
図るために創設され
た給付金です。詳細
は市公式ホームペー
ジをご確認ください。

Pick Up

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
個
性
に
応
じ
た
「
可
能
性
」、

「
チ
ャ
ン
ス
」
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、

学
校
教
育
の
充
実
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
児
童
生
徒
自
ら
が
希
望
す
る
進
路
を

自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
養
う

た
め
に
は
、
教
職
員
が
し
っ
か
り
と
こ

ど
も
と
向
き
合
え
る
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
が
「
学

校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動

改
革
」
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら

休
日
の
運
動
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域

移
行
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
校
部
活
動
改
革
に
関
す
る
協

議
会
の
設
立
に
向
け
、
検
討
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た

教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
学

習
活
動
の
充
実
を
図
り
、
各
学
校
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。
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２歳の誕生日おめでと
う！これからも妹と仲良
くね♪

廣
ひろかど

門 大
たいせい

晟 ちゃん
Ｒ３年５月６日生

（竹原）
抱っこ大好きな甘えん坊
☆毎日元気いっぱいで出
来る事も増えたね！３歳
おめでとう♡

３歳のお誕生日おめでと
う！これからも元気いっぱ
いですくすくと大きく育っ
てね★

誕生日おめでとう！
しっかりもののつむちゃ
ん、これからも大きくなっ
てね。

１歳のお誕生日おめでと
う♡これからも元気いっ
ぱいにすくすく育ってね
♡♡

瀬
せとやま
戸山 碧

あおは
晴 ちゃん

Ｒ２年５月２５日生
（磯光）

武
たけもと

本 悠
ゆうま

真 ちゃん
Ｒ２年５月４日生

（宮田）

田
たしま

島 紬
つむぎ

葵 ちゃん
Ｒ３年５月１５日生

（長井鶴）

西
にしもと

本 志
しすい

翠 ちゃん
Ｒ４年５月７日生

（長井鶴）
３歳のお誕生日おめでと
う☆お兄ちゃんになった
ね！これからも優しいよ
しくんでいてね。

船
ふなつ

津 甫
よしふみ

文 ちゃん
Ｒ２年５月１７日生

（沼口）

満３歳までの宮若っ子を募集します。６月生まれの希望者は、５月１１日木までにお申し込みください。 宮若市  我が家の愛どる 検索

▼  上大隈老人クラブ「光明学院大学」落第式・卒業式▼  宮若さくらこどもまつり

▼  消防団第８分団に新型消防ポンプ車を配備

▼  女子プロゴルフツアー優勝者へ金賞米を贈呈▼  観光がいどの会が福津市の団体と意見交換会

▼  保育園の園児たちが稚アユの放流を体験

生涯学び続ける決意をもってこどもたちの笑顔あふれる１日に

地域防災へ車両も気持ちも新たに

ブランド化へ魅力を発信中宮若の歴史に思いを馳
は

せて

大きくなって帰ってきてね

３月２７日、上大隈地区にある厳島神社の境内で、上大隈老人ク
ラブ『光明学院大学』の落第式・卒業式が行われました。
『学びに終わりがない』という考え方のもと、会員全員に落第証

書を、亡くなった方に卒業証書を渡している同クラブ。現在は約
６０人が所属し、手芸活動や文化活動などを通して日々会員間の交
流を深めています。この日は、満開の桜の下、花見を兼ねて式が
行われました。

証書を手渡した大谷滋会長は、「どんどん外へ出て運動をして、こ
れから１年間も健康で頑張りましょう」と、呼びかけました。

４月２日、文化財収蔵・展示・交流センター「宮若トレッジ」で
若宮商工会青年部が宮若さくらこどもまつりを開催しました。

宮若トレッジの１周年を記念して行われたこのイベント。市内外
から１,０００人を超える人が集まりました。スライム作りなどのワー
クショップのほか、ドローンの操縦体験や射的などの体験型のブー
ス、キッチンカーの出店など盛りだくさんの内容で、大人から子ど
もまで笑顔あふれる１日となりました。

また、ステージでは科学実験ショーや市内で活動するスポーツ
クラブによるダンスや空手などの披露で、会場を盛り上げました。

４月２日、宮若市消防団第８分団へ最新鋭の消防ポンプ車が配
備されました。

第８分団には現在６０人が所属し、吉川地区や日吉地区を中心に
地域の防災を最前線で担っています。配置式後には、車両の操作
方法が団員達に説明され、真剣なまなざしで聞き入っていました。

寳部正德分団長は、「最新の消防ポンプ車を配備していただいた
ので、今まで以上に地域の消防活動に尽力していきたいです」と、
話してくれました。消防団員は随時募集しています。興味のある人
は、本庁防災安全係（☎３２・０５１１）までお問い合わせください。

３月２８日、２９日に市内のザ・クラシックゴルフ倶楽部で行われ
た女子プロゴルフのステップ・アップ・ツアー「ラシンク・ニンジニ
ア／ RKB レディース」で優勝した橋添穂選手へ、宮若うまい米コ
ンクール金賞受賞米を贈呈しました。

2 位に 2 打差をつけて見事プロ初勝利を飾った橋添選手。表彰
式で塩川市長からお祝いの言葉とともに贈呈を受けると、満面の笑
みを見せました。市では、九州のお米食味コンクールを開催するな
ど宮若米のさらなるブランド化へ向けた取り組みを加速しており、
今後もイベントなどで積極的にPRを行っていきます。

４月３日、宮若市観光がいどの会が、福津市で歴史ある景観の
保全や活性化などの活動を行う唐津街道畦

あぜまちしゅく
町 宿保存会との意見

交換を行いました。
江戸時代末、有事の際に藩主をかくまうため、山深い宮若の地

の利を生かし造られた犬鳴御別館で、今なお残る石垣を実際に見
てみたいとの保存会の思いからこの意見交換会が実現。犬鳴御別
館のほか、宮永舞台、清水寺などをめぐり、各地にまつわる歴史
や現在の課題などを伝えるととともに、課題解決に向けた意見や、
今後の活動への思いを熱く語り合いました。

３月３０日、いこいの里千石水辺公園で宮田保育園、福丸保育園
の園児４２人によるアユ稚魚放流体験が行われました。

この活動は、八木山川漁業協同組合が中心となって長年にわた
り行われています。

バケツの中で元気に泳ぎ回る体
長８センチほどの稚アユに、子ど
もたちは「かわいいね」「元気に大
きくなってね」と声をかけながら、
放流していました。
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市内にはさまざまなコミュニティがあり、独自の活動をしています。そんな皆さんの活動やイベントをご紹介するコーナーが
リーダーズスタイル（あなたの生活）です。

ご連絡お待ちしています
コミュニティ活動を広めたいという人で
このコーナーへ記事を掲載したい人は、
本庁秘書広報係（☎３２・０５１２）まで
ご連絡ください。

劇団宮若レインボーカンパニー第１７回定期公演

ふるさとへの思いを込めて

　
４
月
９
日
、
宮
田
文
化
セ

ン
タ
ー
で
劇
団
宮
若
レ
イ
ン

ボ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
第
17
回
定

期
公
演
「
光
の
魔
法
使
い
た

ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
公
演
に
向

け
、
昨
年
９
月
か
ら
週
一
度

の
定
期
練
習
で
表
現
力
や
団

結
力
を
高
め
、
こ
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　
今
回
は
魔
法
使
い
の
た
ま

ご
た
ち
が
闇
の
魔
法
と
闘
う

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
闇
の
魔

法
に
か
か
っ
た
人
々
が
外
出

す
る
こ
と
を
や
め
、
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
生
活
す
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
。

光
の
魔
法
使
い
の
た
ま
ご
た

ち
が
『
子
ど
も
た
ち
の
輝
く

心
』
を
パ
ワ
ー
に
立
ち
向
か

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
輝
く

笑
顔
、何
か
に
挑
戦
す
る
心
、

人
と
人
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
た
物
語
と
、

感
情
を
込
め
た
歌
と
ダ
ン
ス

に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
劇
団
で
は
、
体
験
希
望
者

へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
企

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
、

レ
イ
ン
ボ
ー
魂
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、挑
戦
は
続
き
ま
す
。

劇団宮若レインボーカンパニー
ミュージカルワークショップ

● とき　　５月２０日土、午後６時から２時間程度
● ところ　なびきホール（下有木）
● 持ち物など　室内用の靴、水筒、動きやすい服装
● 問い合わせ　０９０・３３２６・５７８４（永尾）
※ 感染症対策を行いながら実施します

トヨタ自動車九州 Ｔｈａｎｋｓ Ｆｅｓｔａ ２０２３

大人も子どもも楽しめる１日に

　
４
月
16
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
株
式
会
社
宮
田
工
場
で
サ

ン
ク
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
市
内
外
か
ら
七
千

人
の
人
が
来
場
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
鞍
手
竜
徳
高
校
の
和
太
鼓

演
奏
や
笠
松
男
女
コ
ー
ラ
ス
に

よ
る
歌
唱
な
ど
、
各
団
体
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
テ
ー

ジ
以
外
に
も
見
ど
こ
ろ
が
満

載
。
ト
ヨ
タ
車
の
試
乗
や
、
パ

ト
カ
ー
・
消
防
車
な
ど
の
は

た
ら
く
ク
ル
マ
体
験
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
列
を

作
り
ま
し
た
。
高
所
作
業
車
を

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
高

く
て
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
」と
、普
段
で
き
な

い
体
験
に
心
を
躍
ら
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
カ

レ
ー
や
か
ら
揚
げ
、
新
鮮
な
野

菜
な
ど
を
販
売
。
多
く
の
来
場

者
に
宮
若
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

鞍手竜徳高校による和太鼓演奏

消しゴムづくり体験 はたらくクルマ体験ゾーン

市内コーラスグループによる歌唱 飲食ブースでは宮若の特産品を中心に PR

　
衝
撃
の
人
事
異
動
か
ら
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
５
月
号
を
作

成
し
、
こ
れ
ま
で
一
人
で
作
成
し
て
い
た
先
輩

方
を
敬
服
す
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
三
人
体
制
で
作
成
す
る
た
め
、

ペ
ー
ジ
ご
と
に
書
き
方
の
癖
な
ど
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
し
て

し
ば
ら
く
の
間
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
宮
若
市
の
情
報
に
迫
っ
て
い
く
中

で
多
く
の
方
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　

広報バトンリレー

今
月
号
か
ら
広
報
担
当
が
変
わ
り
ま
し
た
。

読
ん
で
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
を
込
め
て･･･

齊
藤 

礼

山
本 

真
由
美

端
倉 

大
輝

（
広
報
担
当
）

　
計
七
十
二
号
で
取
材
・
編
集
を
担
当
し
ま
し

た
。
今
は
、
取
材
で
出
会
っ
た
皆
さ
ん
と
の
会

話
を
懐
か
し
く
振
り
返
る
毎
日
で
す
。
こ
の
欄

で
伝
え
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、『
こ

れ
だ
け
は
絶
対
に
』と
い
う
こ
と
を
書
き
ま
す
。

　
「
取
材
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」「
い
つ

も
お
疲
れ
さ
ん
！
」「
い
い
写
真
や
ね
！
」

　
六
年
間
、
皆
さ
ん
か
ら
こ
の
よ
う
な
お
声
掛

け
が
な
け
れ
ば
、
締
切
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
挫

折
し
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
最
後
に
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
い
つ
も
温
か
く
応
援
し
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

安
部 

浩
一

（
前
任
者
）

2023 年 5 月号
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今月の健康

６
月 

か
ら 

健
診 

が 

始
ま
り
ま
す

● 

予
約
方
法　

　
申
込
用
紙
ま
た
は
窓
口

※ 

申
込
用
紙
は
広
報
３
月
号
に
同
封

の
保
健
事
業
カ
レ
ン
ダ
ー
の
10
・
11

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

予
約
締
切　
６
月
２
日
金

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ　

　
本
庁
健
康
対
策
係

　
☎
３
２・１
１
７
７

新
た
に
二
つ
の
健
診
を
開
始
し
ま
す

　　
令
和
５
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
対

象
に
し
た
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
お
よ
び
40
歳
・
45
歳
を
対
象
に
し
た

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
進

行
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期
的
に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

● 

と
き　
６
月
25
日
日
、
26
日
月
、
27
日
火

● 

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト

● 

送
迎
バ
ス　

　
中
央
公
民
館
、
若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
ハ
ー
ト
フ
ル
」
か
ら
の
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま

す
。
利
用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙

で
予
約
す
る
場
合
は
余
白
に｢

バ
ス
希
望｣

と

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

基本健診
【１８歳から３９歳までの人、４０歳以上の生活保護受給者】

肝炎ウイルス検査
【４０歳以上の人で、過去に受診したことがない人】

後期高齢者健康診査
【７５歳以上の県後期高齢者医療被保険者】

特定健診
【４０歳から７４歳までの宮若市国民健康保険加入者】

子宮頸がん検診
【１８歳以上の女性】

前立腺がん検診
【５０歳以上の男性】

大腸がん検診
【１８歳以上の人】

肺がん検診
【１８歳以上の人】

胃がん検診＋胃がんリスク検査
【４０歳・４５歳（１人１回限り）】

胃がん検診
【１８歳以上の人】

乳がん検診（マンモグラフィ）

【４０歳以上の女性】

▲詳細は市公式
ホームページか
ら確認できます。

保健事業カレンダーには、７月以
降の健診日程も掲載しています。

　介護予防の一環として、音楽の専門講師によるシニア活き活き音
楽教室を行います。
　音楽には、歌に合わせて手や指先を動かすことで脳の活性化を図
り、認知症予防効果があると期待されています。この教室は、「歌う」

「学ぶ」「楽器に触れる」「聴く」を柱に音楽を楽しみながら体験し
ていきます。
● 実施日　６月１４日、７月５日、１９日、８月２日、９日、９月２０日、

１０月４日、１８日、２５日、１１月８日、１２月６日、１３日（実施日はすべ
て水曜日）

● 実施時間・ところ　▶︎マリーホール宮田＝午前１０時から９０分程
度（定員４０人）

　▶︎若宮コミュニティセンター「ハートフル」＝午後２時から９０分
程度（定員３０人）

● 対象　６５歳以上の人
● 予約期間　５月９日火から２６日金まで（先着順）
● 予約・問い合わせ　本庁高齢者福祉係☎３２・０５１５

 シニア活き活き音楽教室の
 参加者を募集します

　調理師試験は、多くの人に飲
食物を調理して、提供している施
設や営業において、２年以上の調
理業務に携わっている人が対象で
す。詳細はお問い合わせください。
● とき　１０月２８日土、午後１時３０分から３時３０分まで
● ところ　未定（決まり次第、県ホームページに掲載します）
● 対象　学校教育法第５７条に規定する人で、調理師法施

行規則第４条に規定する施設または営業において２年以
上調理の業務に従事した人

● 願書配布・受付期間　５月８日月から６月２日金まで
● 願書配布場所　嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所
● 受験料　６，１００円
● 問い合わせ　▷試験に関する内容＝調理技術技能セン

ター 調理師試験担当☎０３・３６６７・１８１５ ▷その他＝
嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎０９４８・２１・４８１５

　市では、障がい者
の社会参加を支援
するため、２つの助
成制度を設けていま
す。詳細はお問い合
わせください。
● 対象
　▶︎運転免許取得費助成＝免許取得後の就労などが確

実に見込まれる１８歳から５０歳までの人で以下に該
当する人
①４級以上の身体障害者手帳を持っている人 ②療
育手帳を持っている人 ③知的障がいがあると判定
を受けた人
▶︎自動車改造費助成＝上肢、下肢または体幹機能障
がい２級以上の身体障害者手帳を持っている人

● 申込期限　５月３１日水（申込多数の場合は選考）
● 問い合わせ　本庁障がい者福祉係☎３２・０５４１

障がい者の社会参加を支援します
【運転免許取得費助成・自動車改造費助成】

　　　 福岡県調理師試験の
　　　 申し込みは６月２日までです

Health Info.
６月・７月実施分の
にこにこ運動教室の参加者を募集します

　にこにこ運動教室は、１時間程度
の軽めの運動を行っています。
　参加は予約制で、希望者が多い場
合は、過去の参加回数を考慮して、
人数を調整することがあります。
● 午前の部　６月５日月、１９日月、

７月３日月、１０日月、午前１０時から１１時まで
● 午後の部　６月１５日木、２９日木、７月２０日木、２７日木、午後１時

３０分から２時３０分まで
● ところ　保健センターパレット
● 定員　各３０人
● 参加時の主な注意事項　▷参加前に体温測定を行い、３７度以上の

発熱や風邪の症状がある場合は（参加前２週間以内に同様の症状があった
場合も） 参加しない ▷入室前に手指消毒を行う ▷大声での会話は控
え、一定の距離を保つ ▷十分な水分を持参する

● 予約期間　５月８日月から１２日金まで
● 予約・問い合わせ　本庁健康対策係☎３２・１１７７

2023 年 5 月号
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生涯学習ひろば

宮若市カローリング大会
出場チーム募集

ファミリーから職場まで、グループで参加できる

Lifelong Study Scope   
生涯学習スコープ

今回は５つの楽器が登場

● とき　６月４日日、午前８時３０分集合、９時開会式
● ところ　宮若東中学校体育館
● 参加資格　市内に住んでいるか勤めている人
● チーム編成　１チーム３人で補欠１人（補欠なしでも出場

可）。子ども３人でも出場できますが、その場合は保護者
の引率が必要です。

● 申込締切　５月１９日金、午後５時まで
● 申込方法　中央公民館、中央公民館若宮分館でお申し込

みください。希望者には申込用紙をファクスで送付しま
す。電話での申込みはでき
ません。

● 代表者会　 ▽とき＝５月２５
日木、午後７時から ▽ところ
＝中央公民館２階学習室

● 問い合わせ　本庁公民館・ス
ポーツ振興係☎３２・０１２３

リコリスエントランスコンサートで
すてきな音色を聴いてみませんか

【ピアノ五重奏によるコンサート】
　メインはシューベルト作
曲「ます」小さな編成から、
五重奏へ展開していきます。
● とき　５月２９日月、午後　

６時開場、６時３０分開演
● ところ　生涯学習センター 
　「宮若リコリス」
● 演奏者 　田中唱（ヴァイオリン）、
　辰野陽子（ヴィオラ）、
　中村充（チェロ）、
　伊藤珠里 ( コントラバス )
　近見りり子 ( ピアノ )
※ 市公式インスタグラムでもライブ配信を行
う予定です。ぜひご覧ください。
● 問い合わせ　本庁社会教育・文化推進係☎３２・３２１０

インスタグラム
ＱＲコード

鞍手竜徳高校 子育てサロン

高校生との交流や親子の時間を楽しもう

　鞍手竜徳高校の一室を開放して子育てサロンを
開催します。
　このサロンは、地域ぐるみで子育てを楽しみ、学
びあい、支えあっていく場所として、毎年多くの親
子が参加しています。気軽に訪れて高校生との交
流や親子同士での交流を楽しむことができますので、
ぜひご利用ください。
● とき　各開催日の午前９時３０分から午後２時まで

（全１３回を予定）
※ 学校行事や社会状況により、中止・変更する場合
があります。あらかじめご了承ください。
● ところ　鞍手竜徳高校 ２階 子育てサロン
● 対象　妊婦、０歳から未就園児までとその家族、

興味のある人
● 持ち物　飲み物、必要な人はお弁当
● 問い合わせ　本庁社会教育・文化推進係☎３２・

３２１０
※ ５月１５日月、１０月１６日月、１２月４日月は予約が必要です。
５月１５日月に参加希望の場合は、５月１０日水までに予約してください。

とき 内容 とき 内容

５月１５日月 開校式 １０月３０日月 遊びの広場

６月１２日月 遊びの広場 １１月 6 日月 遊びの広場

６月２６日月 遊びの広場 １１月２０日月 遊びの広場

７月１０日月 七夕集会 １１月２7 日月 遊びの広場

９月４日月 遊びの広場 １２月４日月 クリスマス会

９月１１日月 遊びの広場 令和６年１月２２日月 遊びの広場

１０月１６日月 木育ひろば

いきいきスポーツクラブに参加してみよう！

● 問い合わせ  いきいきスポーツクラブ事務局 ☎ ０９０・７４４６・８６８６（三嶋）

スポーツ吹矢教室 / 健康体操教室 / 親子バドミントン教室 / バドミントン教室 / ヨガ教室
ウォーキング教室 / 子ども体操教室 / リンパヨガ教室 / 若さを保つ運動教室 / ママのための運動教室

｢いきいきスポーツクラブ｣ は、スポーツを楽しみながら、健康で明るく、充実した生活を送ることを目的に活動をしています。

光陵グリーンスタジアム・西鞍の丘芝生フィールド　主な大会予定（天候や新型コロナウイルスの影響などにより中止になる場合があります）

光陵グリーンスタジアム
（☎３３・１５１５）

５月１日月　九州地区大学野球連盟選手権北部九州ブロック大会　大学硬式

５月３日水、４日木、５日金　第３２回ゼット旗争奪日本少年野球福岡大会　中学硬式

５月１３日土、１４日日　九州六大学野球連盟春季リーグ戦　大学硬式

５月２０日土　第１９回日本少年野球九州選抜大会福岡県北支部予選　中学硬式

５月２１日日　九州選手権予選　中学硬式　

西鞍の丘芝生フィールド（☎５４・０２０７） 芝生養生中

※ 大会によっては、近隣へ応援やアナウンスなどが聞こえてくる場合があります。ご理解をお願いします。

Ｃｏｒｅ Ｐｏｗｅｒ Ｙｏｇａ ＣＰＹ®
コアパワーヨガ教室

→ PICK  UP SPORTS

● とき　▷リラックスクラス＝第２、第４木曜日、午後１時か
ら２時１５分まで ▷美Ｂｏｄｙクラス＝第１、第３火曜日、午
後７時から８時１５分まで

● ところ　▷リラックスクラス＝若宮コミュニティセンター
「ハートフル」　▷美Ｂｏｄｙクラス＝中央公民館若宮分館

● 参加費　▷会員＝１，０００円 ▷非会員＝１，５００円
● 指導者　作本薫さん（Ｃｏｒｅ ＰｏｗｅｒＹｏｇａ ＣＰＹ®インストラクター）

教室の 魅力

運動の 健康効果

▶︎ヨガの瞑想や哲学、サンスクリット語を省略し身体機
能の改善を目的としたコンディショニングトレーニング
▶︎どんな目的の人にもおすすめなパワー系のヨガ

▶︎傷み・けがの改善、姿勢改善、心身ともにリラックスできる
▶︎一般の人の健康増進から競技力向上まで対応できる

参加者の声

背筋が伸びて気持ちがよい

ヨガ前に比べると
身体が柔らかくなった

普段使わない筋肉を
動かせてよかった

いきいきスポーツ
NEWS

▶専用LINEアカウントができました！
各教室の最新情報の配信や問い合わせ、申込みの受付
を行っています。ぜひ友だち登録をお願いします。 友だち追加用QRコード

2023 年 5 月号
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生涯学習ひろば

『地球を滅ぼす炭酸飲料
データが語る人類と地球の未来』
著者 ▼ ホープ・ヤーレン
出版 ▼ 菊地書館
配架場所 ▼ リコリス本館・一般書架

著者は地球生物学分野が専門で、現在ノルウェー
のオスロ大学教授。
学部長から ｢気候変動に関する講義をもってほ
しい｣ という依頼を受け、人口増加、農業の集
約化、過去半世紀のエネルギー使用量など、極
力具体的かつ正確な形で地球の変化を数値化。
データが示す地球の現状と未来は明るいもので
は決してないが、私たち一人ひとりが考え、今、
ここから変えていけば、具体的な問題解決への
道筋がみえると説く。１９章からなる彼女の話に
耳を傾けてみませんか。

ＳＤＧｓには１７の目標があ
りますが、すべての項目
に気候変動が関わってい
ます。気象のしくみや異
常気象、地球温暖化につ
いて考える一冊です。

『図解地球温暖化の科学』
監修 ▼ 鬼頭昭雄
出版 ▼ 宝島社

『プラスチック星にはなりたくない』
著者 ▼ ニール・レイトン
出版 ▼ ひさかたチャイルド

身の回りにはプラスチッ
ク製品があふれています。
便利だけど、生分解され
ず、海に流れ込んでいま
す。海ゴミの問題を分か
りやすく解説しています。

『森のようちえん』
著者 ▼ おおたとしまさ
出版 ▼ 集英社

ＳＤＧｓ時代の子育てスタ
イル。子どもたちを森の
中でひたすら遊ばせる ｢
非認識能力｣。目に見えな
い力を伸ばすための学び
がこの本にはあります。

『ＳＤＧｓとトイレ
地球に優しく、誰もが使えるために』
編者 ▼ 日本トイレ協会
出版 ▼ 柏書房

衛生的なトイレを使えな
い人は、世界中に約２０億
人もいるそうです。
トイレと人権の密接な関
わりを学んでみませんか。

『少ないもので料理する
シンプルな台所で、ミニマム・クッキング』
著者 ▼ ドミニック・ローホー
出版 ▼ 幻冬舎

私たちは年間約２５０グラ
ムのプラスチックを食べ
ているかもしれません。
環境や身体に優しい料理
を作りませんか。

『まだ誰も見たことのない
｢未来｣の話をしよう』
語り ▼ オードリー・タン
出版 ▼ ＳＢクリエイティブ

テクノロジーの発展で経
験したことがない状況が
訪れると言われている今、
ＳＤＧｓと経済の両立な
どを述べています。
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本好きなあなたがおすすめの１冊を
紹介するコーナーです。

▼  おすすめする人　吉
き ら

良 さとみさん（１０歳）、政
まさよし

好さん（１歳）、健
けんせい

誠さん（７カ月）

第１０7回　私の１冊

藍染め体験
〜 " 雪花絞り " で手ぬぐいを藍染めしよう〜

● とき　６月１０日土、午後１時３０分から（１時間弱）
● ところ　リコリス本館
● 定員　１０人（要予約）
● 当日の服装　汚れてもいい服装か、エプロンなどを持参

消しゴムはんこづくり
● とき　６月１７日土、午後１時３０分から３時まで
● ところ　リコリス本館
● 対象　小学４年生から大人まで
● 定員　１０人（要予約）
● 当日の道具　必要な道具は図書館で準備します

Information
● おはなし会   （小学生まで参加できます。ぜひご参加ください。）

５月６日土　 リコリス本館　午後２時から

　　　　　　ボランティア「山口読書会」が担当

５月１１日木　 リコリス本館　午前１０時４５分から（要予約）

 　　　　　 　乳幼児おはなし会 “ おひざでだっこ”　　　　　

５月２０日土　 ハートフル分館　午後３時から　図書司書が担当

５月２７日土　 リコリス本館　午後２時から

　　　　　　  ボランティア「ふぉー G」が担当

● 朝のおんがく図書館　５月１１日木、２１日日、２４日水、３０日火

　　　　　　　　　　　午前９時５０分から１０時１０分まで

● 休館日　５月１日月、８日月、１５日月、２２日月、２５日木、２９日月

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
が
つ
い
に
再
開
!!

今
年
度
は
、
お
は
な
し
会
を
は
じ
め
、
講
座
な
ど
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
図
書
館
の
催
し
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　各講座は事前予約が必要です。
● 予約期間　５月２６日金から（先着順）
● 予約場所　図書館の窓口または電話
● 予約・問い合わせ
　リコリス本館☎３２・０７１０

講座の予約方法

　リコリス本館とハートフル分館の蔵書整理を行いました。
　図書館にあるすべての資料を点検し、正しい位置に並んでいるか
や無くなっている資料がないかなど、１冊ずつデータを読み込んで
確認しました。他にも、休館中にしかできない資料の移動や書架の
配置換えなども行い、より利用しやすいように整理しました。ご協
力ありがとうございました。

  蔵書整理が終了しました  

◀ハートフル分館の小説
の棚を変更しました。
お探しの本が見つから
ない場合は、お声かけ
ください。

生涯学習ひろば
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「
効
率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
」

機
構
改
革
と
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
発
令
し
た
人
事
異
動
。

係
長
以
上
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市長 塩川秀敏

総務課
課長 東　雅也
課長（情報政策担当） 吉田哲也
課長補佐 宮田享典
総務係長 宮田享典（兼務）

人事係長 副島善隆
防災安全係長 神﨑将博
情報政策係長 坂本俊文

管財課
課長 齊藤　潔
財産管理係長 三嶋圭介
契約検査係長 東本秀雄

秘書政策課
課長 武谷伸治
課長補佐 檜枝茂雄
秘書広報係長 檜枝茂雄（兼務）

政策推進係長 野見山徹

まちづくり推進課
課長 吉村保彦
課長補佐 林　慎治
地域振興係長 有吉智明
企業誘致推進係長 林　慎治（兼務）

財政課
課長 井川健一
財政係長 廣田武史

市民課
課長 福原千津
市民係長 田原奈美
国保年金係長 栗田敏充

税務収納課
課長 宮原真由美
課長補佐 古野誠吾
市民税係長 江頭洋子
資産税係長 古野誠吾（兼務）

納税管理係長 吉田正成

会計課
会計管理者 野田哲也
会計係長 大谷祐輔

子育て福祉課
課長（福祉事務所長） 吉村浩子
地域福祉係長 谷口裕香
子育て支援係長 松尾百合
家庭児童支援担当係長 加留部耕一
子育て支援センター係長 松井弘恵
障がい者福祉係長 奈木野哲也

健康福祉課
課長 有川淳子
課長補佐 田川澄子
健康対策係長 田川澄子（兼務）

高齢者福祉係長 古野誠一郎
地域包括支援センター係長 髙山奈津代
介護保険広域連合派遣係長 吉田智美

環境保全課
課長 関岡雄二
課長補佐 木野　学
環境衛生係長 木野　学（兼務）

環境対策係長 角屋哲治

下水道課
課長 有吉智和
課長補佐 和田慎二
下水道係長 和田慎二（兼務）

管理係長 後藤朋之

水道課
課長 谷口公成
課長補佐 小田文哉
業務係長 原　良隆
給水係長 花井聖治
浄水係長 小田文哉（兼務）

保護人権課
課長 和田　浩
課長補佐 竹松知洋
事務係長 竹松知洋（兼務）

保護係長
川﨑広美
小林隆博

人権福祉係長 溝口　徹

産業観光課
課長 戸井一晶
課長補佐 田代　朋
商工振興係長 三嶋俊亮
観光推進係長 田代　朋（兼務）

農政課
課長 荒牧裕次
農林対策係長 豊福圭二
農業振興係長 相場建一郎

農業委員会事務局
農業委員会事務局長 荒牧裕次（兼務）

農業委員会事務局係長 佐野史晃

土地対策課
課長 寺本卓史
用地係長 安田圭介
国県道整備対策係長 中川洋一
国土調査係長 田淵泰造

建築都市課
課長 福田　治
課長補佐 宮本靖洋
建築都市係長 宮本靖洋（兼務）

住宅管理係長 加留部正将

土木建設課
課長 宗岡雅人
課長補佐 青木幸雄
維持係長 有田　剛
建設係長 田代良太
農業土木係長 青木幸雄（兼務）

教育総務課
課長 尾藤康弘
教育総務係長 田原淳一郎
学校給食係長 松井秀臣
宮田南幼稚園長 本河倫子
若宮幼稚園長 佐野陽子

学校教育課
課長 花村幸次郎
課長補佐 門司恒之
学校教育係長 豊福ふみ子
指導係長 門司恒之（兼務）

市民課市民係 本多千宏

税務収納課市民税係 田邊紗英

環境保全課環境対策係 瀬戸大貴

産業観光課商工振興係 岡田菜乃花

農政課農林対策係 平島大輝

建築都市課住宅管理係 澁谷玲実

土木建設課維持係 田中一彰

教育総務課教育総務係 讓田真奈

新戦力が加わりました
【令和５年度新規採用職員】

議会事務局
議会事務局長 花井秀俊
議会係長 松尾義勝

監査事務局
監査事務局長 白土成人

　市民窓口課（ハートフル）
課長（支所長） 豊福和久
市民窓口係長 小南裕史

３
階

１
階

２
階

４
階

宮
若
市
教
育
委
員
会

議
会
事
務
局

監
査
事
務
局

２
階

※
社
会
教
育
課
は
別
館

・
市
民
課　

・
税
務
収
納
課　

・
会
計
課　

・
子
育
て
福
祉
課

・
健
康
福
祉
課　

・
環
境
保
全
課　

・
下
水
道
課　

・
水
道
課

・
保
護
人
権
課　

・
産
業
観
光
課　

・
農
政
課　

・
農
業
委
員
会
事
務
局

・
土
地
対
策
課　

・
建
築
都
市
課　

・
土
木
建
設
課

・
総
務
課　

・
管
財
課　

・
秘
書
政
策
課　

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

・
財
政
課　

・
市
民
窓
口
課（
ハ
ー
ト
フ
ル
）

　社会教育課（中央公民館・リコリス）
課長 松尾竜彦
課長補佐 福岡智香
公民館・スポーツ振興係長 狩野弘幸
社会教育・文化推進係長 林真喜子

※ 写真左から

担当部署が分からな
い場合などは、１階中
央付近にある総合案
内へお尋ねください。

中村直史教育長が退任
　３月３１日、任期満了により中村直史教育長が退任しました。
平成２６年に教育長として就任し、３期９年にわたり市の教育
行政を先導してきました。
　任期中には、教育先進のまちづくりのために、宮若西小中
一貫校や光陵小学校の開校などの教育環境再整備のほか、歴
史・文化の継承の取り組みを進めるなど、将来の宮若を担う「人
づくり」にも尽力してきました。長年の公務、お疲れ様でした。
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◀これまで共に働
いた多くの人に
見送られ、庁舎
を後にしました。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
医
療

や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の

不
安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る

生
活
上
の
心
配
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
橋
渡
し
や
、
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
の
見
守
り
や
援
助
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

普
段
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
？

2

市内の民生委員・児童委員、主任児童委員は全７５人。
活動時はオレンジ色のベストを着ています。
お気軽にお声かけください。

◀ 写真は、左から岩見幸則さん、大村昭彦さん、
　榎本　六さん、春田孝志さん

オレンジ色のベス
トが

目印です！

ひとりで悩まず早めに相談を

　全国民生委員児童委員連合会では、毎年、5 月１２日を「民生委員・児童委員の日」、
この日から1 週間（５月１２日から１８日まで）を「活動強化週間」と定めています。
　この期間は、民生委員・児童委員のことを地域の住民や関係機関・団体などへの理
解を深めてもらい、信頼関係を築くことを目的に、ＰＲ活動などを展開します。
　市内では全７５人の民生委員・児童委員や主任児童委員が委嘱され、担当地域での相
談や支援を担っています。各委員の連絡先などは、本庁地域福祉係でお伝えしますの
でお問い合わせください。
● 問い合わせ　本庁地域福祉係☎３２・０５６２

民生委員・児童委員

民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（敬称略）

各委員の任期は３年間で、令和７年１１月３０日までです。
自分の住んでいる地区の委員を確認して、
悩みや心配事などがある時は一人で抱え込まず、早めに相談しましょう。

担当地区 名前

宮
田
地
区

太蔵東区 古野征子

太蔵中区 東　雅子

太蔵西区 中里とも子

太蔵南区 佐藤雅通

桐野東区 榊𠩤弘美

脇野 菅𠩤勝子

千石 有吉武雄

岩淵 瓜生弘子

生見 井上靖子

所田 國房正義

長井鶴南 山口公代

長井鶴北 添田美矢子

碇口・板深 榎本　六

上大隈東 金川ムツ子

上大隈中 村上正實

上大隈西 大森フミ代

磯光 坂本　聡

埴安 平田暉美子

菅牟田 佐藤りえ子

天竺下 齋藤幸枝

日陽 渡邉初子

松尾 麻生秀子

東町１〜５丁目 長谷川征子

東町６〜８、
１０丁目・団地 藤本もと子

東町９、
１１〜１３丁目 久保　猛

水町・桃山 桂　きよみ

担当地区 名前

宮
田
地
区

百合野団地 原田鶴代

白百合団地 平島富美子

龍徳川東 松井政信

龍徳川西 安田テルヨ

本城上 田代惠子

本城下 宇野知彰

芹田 有吉勝志

上有木 斉藤文子

内山 春田政明

倉久 有吉文香

四郎丸 古野千枝子

飯之倉 清水幸太郎

ニュータウン杉坂
三葉区・愛宕 関岡眞理

あけぼの団地 岩本俊秋

欅原 石原正博

和の里団地・毛勝 櫻木　勝

陽の浦団地
向陽団地 村岡美千代

勝負尻 藤松光男

大之浦東南部南区
宮田団地 春田孝志

上町 佐藤定子

原町・杉坂 織田弘美

光陵ワンダー 葉山忠夫

担当地区 名前

若
宮
地
区

福丸 東町 春田博子

福丸 本町 馬場順子

福丸 錦町 末吉孝一

金生 安永俊子

原田 安田眞理子

金丸上 穴井知子

金丸下 岩見智子

八幡台 大塚佳夫

水原 岩見幸則

浅ヶ谷・畑 毛利清美

野中・里・小原 井川　勇

沼口 塩川尚子

宮永・黒丸 安永延子

稲光 北原光昭

平・高野 岩見美恵

竹原 赤星幸好

黒目 藤嶋　厚

小伏 山近艶子

脇田上 寶部文香

脇田下 大村昭彦

湯原 古江麻子

下 萱嶋勝彦

日吉 清水千鶴

会長：榎本　六　副会長：大村昭彦、岩見幸則、春田孝志

主任児童委員名簿

担当地区 名前

宮
田
地
区

全宮田地区 友安隆雄

全宮田地区 宇野千恵

全宮田地区 後藤尚子

若
宮
地
区

全若宮地区 浦邊眞知子

｢人権擁護委員の日｣ 特設人権相談を行います。

　人権擁護委員は、地域の皆さんからの人権相談を受けて問題解決に取り組
んだり、法務局と協力して人権侵害による被害者を救済したりしています。
　６月１日の人権擁護委員の日にあわせ、人権相談所を開設します。委員が
家庭内の悩み事や隣近所のトラブル、いじめや差別などの相談に応じます。
● とき　６月１日木、午後１０時から午後３時まで（予約不要）
● ところ　宮若市中央公民館、若宮コミュニティセンター ｢ハートフル｣
● 問い合わせ　直方人権擁護委員協議会☎２２・１１４４

　
民
生
委
員
は
、
市
町
村
の
各
区
域

に
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
常
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に

立
ち
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
や
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

子
育
て
の
不
安
や
妊
娠
中
の
心
配
ご

と
な
ど
の
相
談
・
支
援
な
ど
を
行
う

児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

っ
て
ど
ん
な
人
？

1
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皆さんの生活に直結する制度やイベントを紹介する
コーナーです

みやわか・もっと市政情報

市営住宅入居者募集

市営住宅空家入居者を募集します

住
ま
い
に
お
困
り
の

人
を
対
象
に
、
市

営
住
宅
の
入
居
者

募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
団
地
な
ど

● 

受
付
期
間　
５
月
１
日
月
か

ら
17
日
水
ま
で

● 

申
込
書
配
布　
本
庁
住
宅
管

理
係
、支
所
市
民
窓
口
係

● 

募
集
団
地　

　
▼
向
陽
団
地
＝
一
戸

　
▼
陽
の
浦
団
地
＝
一
戸

　
▼
矢
萩
団
地
＝
一
戸

　
▼
新
成
団
地
＝
一
戸
（
単
身
可
）

　
▼
乙
野
団
地
＝
二
戸

※ 

募
集
団
地
や
戸
数
は
、
災
害

発
生
な
ど
で
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
資
格　

　

 

① 

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

勤
務
場
所
が
あ
る
人
。

　

 

② 

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
人
。

● 申込み・問い合わせ　本庁住宅管理係☎ 32・0955

　

 

③ 

申
込
者
と
同
居
親
族
の

総
所
得
が
月
額
十
五
万
八
千

円
以
下
の
人
。（
乙
野
団
地
、

鍋
田
団
地
へ
の
申
込
者
が
高
齢
者

な
ど
の
場
合
は
、
総
所
得
が
月
額

二
十
五
万
九
千
円
以
下
の
人
）

　

 

④ 

申
込
者
や
同
居
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
人
。

　

 

⑤ 

過
去
に
市
営
住
宅
に
入

居
し
て
い
た
人
は
、
無
断
で

の
退
去
や
家
賃
滞
納
な
ど

を
し
た
こ
と
が
な
い
人
に
限

り
ま
す
。

※ 

単
身
で
の
入
居
を
希
望
す
る

人
は
、
住
宅
の
床
面
積
が
狭
い

住
宅
と
な
り
ま
す
。

● 

抽
選
会　
６
月
下
旬
（
予
定
）

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
住
宅
審
議

会
や
事
務
局
で
抽
選
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
多
回
数
落
選
者
優
遇
措
置

　
直
近
の
抽
選
会
で
二
回
以
上

連
続
し
て
落
選
し
た
人
は
、
次

回
の
抽
選
会
で
二
回
連
続
で
く

じ
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
住
宅
の
あ
っ
せ
ん

を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
入

居
を
辞
退
し
た
人
は
対
象
外
で

す
。

市営住宅入居者募集は３カ月に１
回程度行っています。

木造住宅耐震改修工事費用助成

木造住宅の耐震改修工事費用を助成します

年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

報
告
が
提
出
で
き
る
改
修

工
事
。

※ 

交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い

る
も
の
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▼
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
前

の
上
部
構
造
評
点
が
一・
〇

未
満
の
も
の
。

● 

補
助
額　
改
修
工
事
費
の
三

分
の
二
で
最
大
六
十
万
円
ま

で
。（
一
棟
の
住
宅
に
対
し
て
の

補
助
は
一
回
限
り
）

※ 

市
で
行
っ
て
い
る
他
の
制
度

で
補
助
金
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

● 

申
請
方
法　
本
庁
住
宅
管
理

係
で
配
布
し
て
い
る
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

様
式
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
補
強
の

推
進
や
地
震
対
策

意
識
を
目
的
と
し

て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
福
岡
県
の

登
録
を
受
け
た
施
工
業
者
で
木

造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
人
へ
、
経
費
の
一
部
を
補
助

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

補
助
の
詳
細

● 

対
象　
▼
補
助
対
象
住
宅
を

所
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

人（
以
下「
所
有
者
」）

　
▼
所
有
者
、
居
住
者
が
暴
力

団
員
で
な
く
、
暴
力
団
員
で

な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
以

上
経
過
し
て
い
る
人

　
▼
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　
人
（
同
居
人
を
含
む
）

● 

対
象
の
工
事
　
▼
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅

　
▼
交
付
決
定
を
受
け
て
二
カ

月
以
内
に
着
工
し
、
令
和
６

● 申込み・問い合わせ　本庁住宅管理係☎ 32・0955

交付決定を受けた後に着工し、今年
度中に完了報告を提出してください。

市の他制度で補助金を受けている場合は
対象外です。ご注意ください。

ブロック塀撤去費用助成

ブロック塀の撤去費用を助成します ● 問い合わせ　本庁住宅管理係☎ 32・0955

地
震
発
生
時
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
危
険
度
の
高
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
却
し
て

安
全
を
確
保
す
る
場
合
の
撤
去

費
用
を
一
定
額
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
金
の
交
付
は
、
予
算
が

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

補
助
の
詳
細

● 

対
象
と
な
る
塀
　
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
塀

　
▼
市
内
の
道
路
に
面
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
う
ち
、
す

べ
て
撤
去
す
る
場
合
は
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
以
上
、
一
部
撤

去
の
場
合
は
撤
去
後
の
高

さ
が
一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン

チ
以
下
に
す
る
も
の（
基
礎
や

擁
壁
は
除
く
）

　
▼
診
断
カ
ル
テ
に
よ
る
総
合

評
点
が
四
十
点
未
満
の
も

の（
診
断
は
市
職
員
が
実
施
）

● 

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

　
▽
撤
去
し
よ
う
と
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者
か
管
理

者 

▽
市
税
に
滞
納
が
な
い

人 

▽
暴
力
団
な
ど
と
密
接

な
関
係
に
な
い
人

● 

補
助
額
　
撤
去
工
事
費
用
の

三
分
の
二（
上
限
は
十
六
万
円
）

申請を希望する場合は、必ず事前にお
問い合わせください。

補助金交付までの流れ

事前協議・現地調査

交付申請

交付決定

工事請負契約・撤去工事完了

完了実績報告

現地調査など

補助金額確定・交付

住宅・公民館改修工事費用助成

住宅・地域公民館の改修工事費用を
助成します【最大１０万円まで】 ● 問い合わせ　本庁住宅管理係☎ 32・0955

市
内
に
本
店
が
あ
る

施
工
業
者
が
住
宅

や
地
域
公
民
館
の

改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、経

費
の
一
部
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
金
の
交
付
は
、
予
算
が

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
請
方
法
や
対
象
工
事
な
ど
の

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
要
件

● 

住
宅
　
▽
市
内
に
住
民
票
が

あ
り
、
申
請
者
が
住
宅
の

所
有
者
で
現
に
住
ん
で
い
る

こ
と
▽
市
で
行
っ
て
い
る
他

の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
を
重
複
し
て
受
け
な
い
こ

と
▽
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
（
同
居
人
を
含
む
）
▽

過
去
に
本
補
助
金
の
交
付

決
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の

● 

地
域
公
民
館　
▽
宮
若
市
地

域
公
民
館
活
動
補
助
金
交

付
要
綱
に
よ
り
補
助
金
を

受
け
て
い
る
地
域
公
民
館

（
市
で
管
理
し
て
い
る
も
の
を
除

く
）
▽
市
で
行
っ
て
い
る
他

の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
を
重
複
し
て
受
け
な
い
こ

と
▽
過
去
に
本
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
も
の

● 
対
象
工
事　
▽
市
内
に
本
店

が
あ
る
施
工
業
者
が
請
け

負
う
専
用
住
宅
や
併
用
住

宅
の
居
住
部
分
、
地
域
公

民
館
の
改
修
工
事
で
、
工
事

費
が
十
万
円
以
上
の
も
の
▽

交
付
決
定
を
受
け
て
二
カ

月
以
内
に
着
工
し
、
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が

竣
工
し
、
さ
ら
に
完
了
届
が

提
出
で
き
る
改
修
工
事
。

※  

交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い

る
も
の
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
住
宅
の
増
築
を
行

う
場
合
、
増
築
部
分
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

● 

工
事
内
容　
▽
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
＝
手
す
り
の
設
置

工
事
や
段
差
解
消
工
事
な

ど
▽
省
エ
ネ
工
事
＝
断
熱
材

の
設
置
工
事
な
ど
▽
耐
震
工

事
＝
筋
か
い
な
ど
に
よ
る
補

強
工
事
な
ど
▽
水
洗
化
に
伴

う
改
修
工
事
＝
ト
イ
レ
の
改

修
な
ど
▽
耐
久
性
能
工
事
＝

屋
根
や
外
壁
な
ど
の
塗
装

工
事
な
ど

● 

補
助
額　
改
修
工
事
費
の

十
分
の
一
（
最
大
十
万
円
、補
助

は
一
回
限
り
）

● 

受
付
場
所　
本
庁
住
宅
管

理
係

※ 

様
式
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。
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耕作不利農地への補助制度

耕作不利農地を改善する事業へ最大３０万円の
補助を行います【実施前に申請が必要です】

● 申込み・問い合わせ
　本庁農業土木係☎ 32・0799

市
内
で
耕
作
す
る
こ

と
が
不
利
な
農
地

（
面
積
が
狭
小
、
湧
水

に
よ
る
湿
田
化
な
ど
）の
条
件
を
改

善
す
る
た
め
に
、
所
有
者
や
耕

作
者
が
実
施
す
る
事
業
へ
補
助

を
行
い
ま
す
。
補
助
額
の
上
限

は
三
十
万
円
で
す
。

　
補
助
の
要
件
な
ど

【
補
助
を
受
け
区
画
整
理
な
ど

を
行
っ
た
農
地
は
対
象
外
】

● 

対
象
と
な
る
農
地

　
①
面
積
が
狭
小
、
湧
水
に
よ

る
湿
田
化
な
ど
、
耕
作
を
行

う
こ
と
が
不
利
な
農
地　

　
②
現
況
が
田
・
畑
の
農
地

　
③
事
業
実
施
に
よ
り
今
後
継

続
的
に
耕
作
す
る
農
地

　
④
同
一
年
度
内
で
、
同
じ
種

類
の
補
助
事
業
な
ど
を
利

用
し
な
い
農
地

　
⑤
過
去
に
補
助
事
業
に
よ
り

区
画
整
理
な
ど
を
行
っ
て
い

な
い
農
地　

● 

対
象
と
な
る
事
業

　
耕
作
不
利
農
地
の
改
善
の
た

め
に
農
業
者
が
行
う
事
業

（
農
地
の
区
画
拡
大
、
暗
渠
排
水

設
置
、
湧
水
処
理
な
ど
）

● 

対
象
と
な
る
経
費

　
工
事
費
な
ど

※ 

自
力
施
工
の
場
合
は
、
資
材

費
の
み
が
対
象
で
す
。

● 

補
助
額
　
経
費
の
五
割（
上

限
三
十
万
円
）

● 

申
請
方
法　
印
か
ん
と
必
要

書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
は
、
事
業
実
施
前

後
と
、変
更
時
に
必
要
で
す
。

必
要
書
類
な
ど

● 

事
業
実
施
前　
　

　
▽
申
請
書 

▽
位
置
図
（
施
工
概

要
も
含
む
）
▽
写
真（
耕
作
が
不

利
な
状
況
の
わ
か
る
写
真
・
着
工

前
の
全
景
写
真
）
▽
工
事
費（
資

材
費
な
ど
）の
見
積
書
の
写
し 

▽
確
約
書 

● 

変
更
時
　
▽ 
申
請
書 

▽ 

事

業
実
施
前
の
提
出
書
類
の

う
ち
変
更
の
あ
っ
た
も
の

● 

事
業
実
施
後　
　

　
▽
申
請
書 

▽
位
置
図（
施
工
概

要
も
含
む
）▽
写
真（
施
工
状
況

写
真
・
完
成
後
写
真
）▽
工
事
費

（
資
材
費
な
ど
）の
領
収
書
の

写
し 

▽
市
へ
の
請
求
書

※ 

他
に
も
追
加
書
類
の
提
出
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申請は事業実施前と実施
後に必要です。

防災行政無線試験放送

防災行政無線で試験放送を行います
【放送内容の確認はフリーダイヤルをご活用ください】 ● 問い合わせ　本庁防災安全係☎ 32・0511

国
と
連
携
し
、
武
力

攻
撃
や
地
震
な

ど
の
発
生
時
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
使
用
し
た
情
報

伝
達
や
緊
急
地
震
速
報
の
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
国
が
発
信
し

た
情
報
が
防
災
行
政
無
線
か

ら
自
動
的
に
放
送
さ
れ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
市
内
全
域

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受

信
機
か
ら
試
験
放
送
が
流
れ
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
計
六
回
の

試
験
放
送
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

試
験
放
送
時
は
試
験
放
送

で
あ
る
旨
の
内
容
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
流
れ
ま
す
。

放
送
内
容
の
聞
き
直
し
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

　

防
災
行
政
無
線
で
放
送
す
る

内
容
は
、
放
送
後
で
も
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
す
る
こ
と
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
豪
雨
時
な
ど
聞
こ
え
づ
ら
い

場
合
も
、こ
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

● 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

０
８
０

０
・
２
０
０
・
９
９
４
５

※ 

家
の
中
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
し
て
放
送
内
容
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
戸

別
受
信
機
の

貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま

す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

とき

６月７日水、午前１１時頃

８月２３日水、午前１１時頃

１１月１５日水、午前１１時頃

令和６年２月９日金、午前１１時頃

情報伝達試験放送日時

とき

６月１５日木、午前１０時頃

１１月２日木、午前１０時頃

緊急地震速報放送試験日時

※ 両伝達の１時間前頃に事前周知放送を
行う場合があります。

まちづくり出前講座

市職員などが暮らしに役立つ講座を行います
【宮若市まちづくり出前講座】 ● 問い合わせ　本庁秘書広報係☎ 32・0512

講座名 実施時間

高齢者の交通事故防止について ３０分〜６０分

宮若市観光がいどの会によるふるさとのお話 ４５分

SDGｓ（持続可能な開発目標）について ３０分

認知症を知ろう  “あなたも認知症サポーター” ６０分〜９０分

予約制乗合タクシーの乗り方について ４０分

スマホ教室
６０分〜１２０分

（相談可）

宮若市文化財収蔵・展示・交流センター見学 要相談

※ メニューは一般向けのほか、児童・生徒用メニューもありますので積
極的にご活用ください。（メニューは全６３講座用意しています）

まちづくり出前講座メニュー（一部抜粋） 日
常
生
活
か
ら
生
ま

れ
る
疑
問
の
解
決

や
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
役
所
職
員
な
ど

が
出
前
講
座（
全
六
十
三
講
座
）を

行
い
ま
す
。
受
講
料
は
原
則
無

料
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
や
申
込
書

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

対
象
や
申
込
方
法
な
ど

● 

対
象
　
原
則
と
し
て
市
内
に

在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
十

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体

● 

開
催
時
間
　
原
則
、午
前
10

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
（
講

座
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

※ 

年
末
年
始
は
休
講
し
ま
す
。

ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
開
催

で
き
な
い
日
時
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入

し
、本
庁
秘
書
広
報
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

お
願
い
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

申
込
み
の
受
付
や
講
座
の
実
施

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

２
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
新
規
で
申
請
し

た
人
は
、
最
大
２
万
円
分
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
９
月
30
日
土

が
受
取
期
限
で
す
。

　

ご
自
身
で
申
し
込
む
場
合

は
、
２
つ
の
ア
プ
リ
（
左
の
ア
イ

コ
ン
参
照
）
そ
れ
ぞ
れ
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
り
ま
せ
ん
か

　
顔
写
真
は
市
役
所
で
の
申
請

時
に
撮
影
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
が

補
助
を
す
る
の
で
簡
単
に
申
請

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

時
間
外
の
臨
時
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す（
要
予
約
）

　
平
日
に
市
役
所
に
来
庁
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
け
取

り
が
で
き
る
時
間
外
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
予

約
で
き
ま
す
。

● 

平
日
時
間
外　
毎
週
火
・
木

曜
日
、午
後
５
時
15
分
か
ら

７
時
ま
で

● 

休
日
時
間
外　
毎
月
第
二
・

第
四
土
曜
日
、午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で

マイナポイント

マイナポイントの受取期限が
９月末まで延長になりました

● 問い合わせ
　マイナンバーカードコールセンター☎０１２０・９５・０１７８
　【時間外申請窓口に関する内容】本庁市民係☎ 32・０５１４

市公式LINE を友だち追加すると
申請・受取予約ができます

【臨時窓口分（ハートフルは申請のみ）】

友だち追加用
QR コード

◀◀

▲マイナポータル

▲マイナポイント

2023 年 5 月号

マイナポイント まちづくり出前講座 防災行政無線試験放送 耕作不利農地への補助制度
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希
望
選
択
の
専
門
講

座
で
編
成
し
、
社

会
見
学
な
ど
も
行

い
ま
す
。

● 

受
講
資
格
　
六
十
歳
以
上
の

市
内
在
住
者
で
、
全
期
間
受

講
で
き
る
人

● 

期
間　
６
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で

● 

受
講
料　
年
間
三
千
五
百
円

（
社
会
見
学
、
実
習
教
材
費
な
ど
の

一
部
は
受
講
生
負
担
で
す
）

● 

専
門
講
座

　
▼
笑
顔
の
体
操
講
座（
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
操
し
ま
す
） 

▽
定
員

＝
40
人 

▽
講
師
＝
井
上
智
子

さ
ん 

▽
と
き
＝
木
曜
日
、
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で 

▽
と

こ
ろ
＝
マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

　
▼
カ
ラ
ダ
よ
か
ト
レ
講
座
（
骨

盤
や
体
幹
を
中
心
に
運
動
を
行
い

ま
す
）
▽
定
員
＝
20
人 

▽
講

師
＝
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ 

▽
と
き
＝
火
曜
日
、
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で 

▽
と

こ
ろ
＝
マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

　
▼
男
性
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
講
座 

▽
定
員
＝
15
人 

▽
講
師
＝
井
上
智
子
さ
ん 

▽

と
き
＝
木
曜
日
、
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で 

▽
と
こ
ろ
＝

中
央
公
民
館
研
修
室

　
▼
折
り
紙
講
座 

▽
定
員
＝
10

人 

▽
講
師
＝
橋
本
由
美
子

さ
ん 

▽
と
き
＝
火
曜
日
、
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で 

▽
と

こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
第
一
会

議
室

　
▼
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
講

座 

▽
定
員
＝
20
人 

▽
講
師
＝

中
井
威
さ
ん 

▽
と
き
＝
木
曜

日
、
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で 

▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

視
聴
覚
室
・
学
習
室

● 

開
講
式
　
▽
と
き
＝
６
月
８

日
木
、午
前
10
時
か
ら 

▽
と

こ
ろ
＝
マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

● 

申
込
方
法　
５
月
８
日
月
か

ら
19
日
金
ま
で
に
中
央
公
民

館
ま
た
は
中
央
公
民
館
若

宮
分
館
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
様
式
は

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※ 

受
講
決
定
者
の
み
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

後期高齢者医療

後期高齢者医療の被保険者を対象にした
歯科健診・健康診査を行います 後期高齢者医療広域連合☎ 092・651・3111

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
後

期
高
齢
者
の
口
腔

機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

予
防
を
目
的
と
し
た
歯
科
健
診

や
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
の
予
防
な
ど
を
目
的
に
健

康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 

希
望
者
は
、
医
療
機
関
に
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
上
、

受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

歯
科
健
診

　
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に

受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

● 

対
象　
今
年
度
中
に
七
十

六
歳
に
な
る
被
保
険
者

※ 

長
期
入
院
や
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

● 

受
診
期
間　
６
月
１
日
木
か

ら
12
月
30
日
土
ま
で

● 

受
診
場
所　
受
診
券
に
同

封
し
て
い
る
紙
に
記
載
さ
れ

た
医
療
機
関

※ 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

● 

健
診
時
の
持
ち
物　
受
診

券
、被
保
険
者
証（
保
険
証
）

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、受
診
料（
三
百
円
）

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

用
は
、
被
保
険
者
証
利
用
の
対

応
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

※ 

七
十
七
歳
以
上
の
被
保
険

者
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
受
診

し
て
い
な
い
人
も
受
診
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
必
ず
受
診
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査

　

被
保
険
者
に
は
、
４
月
下

旬
に
受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
５
月
以
降
に
七
十
五
歳
に

な
る
人
へ
は
誕
生
月
の
10
日
頃

に
送
付
し
ま
す
。

● 
対
象　
後
期
高
齢
者
医
療

の
全
被
保
険
者

● 

受
診
場
所　
か
か
り
つ
け
医

や
前
回
健
康
診
査
を
受
診

し
た
医
療
機
関
、
ま
た
は
市

の
実
施
す
る
集
団
健
診

● 

健
診
時
の
持
ち
物　
受
診

票
、被
保
険
者
証（
保
険
証
）

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、受
診
料（
五
百
円
）

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

用
は
、
被
保
険
者
証
利
用
の
対

応
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

歯科健診の実施医療機関は、受診
券に同封の一覧表をご覧ください。

● 問い合わせ

独
立
し
て
生
活
す
る

事
に
不
安
の
あ
る

高
齢
者
に
住
居
を

提
供
し
、
安
心
し
て
健
康
で
明

る
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
市

で
は
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

運
営
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
が
代
行
し
て
行
い
、
後

日
利
用
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

● 

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
在
宅
し
て
い
る
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
で
、
次
の
①

か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
高
齢
な
ど
の
理
由
で
独

立
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不

安
の
あ
る
高
齢
者

　
① 

単
身
世
帯
の
高
齢
者

　

② 

夫
婦
の
み
の
世
帯
に
住

む
高
齢
者

　

③ 

同
居
の
家
族
に
よ
る
援

助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者

※ 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い「
自
立
」の
人
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
「
非
該
当
」
や
「
要

支
援
」
と
判
定
さ
れ
た
人
が
利

用
対
象
で
す
。

　
住
居
施
設
の
概
要

　
事
業
を
委
託
す
る
社
会
福
祉

法
人
相
生
会（
本
城
）の
施
設
を

使
用
し
ま
す
。

　
食
事
は
原
則
自
炊（
配
食
サ
ー

ビ
ス
も
利
用
可
）で
、
お
風
呂
は

共
同
使
用
と
な
り
ま
す
。

● 
定
員　
十
人

● 
居
室　
全
室
個
室

● 

共
用
と
な
る
場
所　

談
話

室
、集
会
室
、浴
室
、ト
イ
レ
、

洗
濯
室
、
物
干
し
場

※ 

ト
イ
レ
は
居
室
内
に
も
あ
り

ま
す
。

● 

利
用
料（
月
額
）　
▽
居
室
部

分
の
利
用
料
＝
五
万
円
以
内

（
収
入
に
応
じ
て
決
定
） 

▽
居
室

部
分
の
光
熱
費
＝
全
額
利
用

者
負
担 

▽
共
益
費
＝
一
万
円

※ 

そ
の
他
必
要
な
経
費
な
ど
を

請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
点

　

対
象
要
件
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
場
合
や
、三
カ
月
以
上

入
居
で
き
な
い
期
間
が
あ
る

時
、利
用
料
を
滞
納
し
た
時
な

ど
は
、退
所
を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

高齢者生活支援ハウス

高齢者生活支援ハウスで
生活してみませんか ● 問い合わせ　本庁高齢者福祉係☎ 32・0515

不明点などがある場合は、お気軽
にお問い合わせください。

不明点などがある場合は、お気軽に
お問い合わせください。

● 問い合わせ　公民館・スポーツ振興係☎ 32・0123

在宅介護支援センター

在宅介護支援センターを知っていますか
● 問い合わせ　本庁高齢者福祉係☎ 32・0515

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢

者
の
自
宅
を
訪
問

し
て
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
利
用
方
法
な
ど
の
説

明
や
、
在
宅
高
齢
者（
要
介
護
・

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
相
談
受
付
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
手
続

き
の
受
付
・
代
行
な
ど
、
公
的

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す

る
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

訪
問
職
員
に
疑
問
を
感
じ
た

ら
携
帯
し
て
い
る
身
分
証
の
提

示
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

● 
対
象　
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
要
援
護
高
齢
者
、
要

援
護
高
齢
者
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
や
そ
の
家
族

● 
利
用
料　
無
料

担当者名 担当地域

田中隆子
照陽園☎３２・２５８８

太蔵東区、太蔵中区、太蔵西区、太蔵南区、桐野東区、桐野本区、
岩淵、生見、所田、脇野、千石、上大隈中、上大隈西、上大隈東、
松尾、日陽、天竺下、本城、芹田、旭ケ丘、上有木、下有木、勝負尻、
上町、和の里団地、原町杉坂、二坑、欅原、あけぼの団地、
梅の木団地、ニュータウン杉坂、美里ヶ丘団地、美里ヶ丘南団地

杉山育子
和（のどか）☎３４・３０３２

長井鶴、菅牟田、埴安、磯光、東町、桃山、鶴田、岩河内、龍徳、
内山、倉久、四郎丸、飯之倉、新笠松、水町、向陽団地、
県営宮田団地、百合野団地、新成中北、大之浦東南部南区、
大之浦東西区、菅町、矢萩団地、光陵ワンダー、鍋田団地、
陽の浦団地、白百合団地

藤田由布子
わかみや☎５５・３０３５

福丸、金生、向田、原田、金丸、八幡台、水原、浅ヶ谷、畑、野中、
里、小原、沼口、黒丸、宮永、稲光、平、高野、竹原、黒目、小伏、
乙野、脇田、湯原、下、日吉

2023 年 5 月号

高齢者大学受講生募集

令和５年度宮若市高齢者大学の
受講生を募集します

高齢者生活支援ハウス 高齢者大学受講生募集 在宅介護支援センター 後期高齢者医療
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入
院
の
必
要
が
な
く

病
気
の
回
復
期
に

あ
る
が
、
集
団
保

育
が
困
難
、
か
つ
保
護
者
な
ど

が
仕
事
な
ど
の
事
情
で
家
庭
で

保
育
で
き
な
い
児
童
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
世
帯
の
課
税

状
況
に
応
じ
た
利
用
料
が
必
要

で
し
た
が
、
県
が
４
月
１
日
か

ら
無
償
化
を
始
め
ま
し
た
。

病
児
保
育
の
概
要

● 

対
象　
お
お
む
ね
生
後
四
カ

月
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
で
、
保
護
者
が

宮
若
市
在
住
の
人

● 

実
施
時
間　
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
（
日
曜
、祝
日
、

遠
賀
川
流
域
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
が
梅

雨
や
大
雨
な
ど
で

下
流
に
流
れ
、水
環
境
や
景
観
、

印
象
を
悪
く
し
て
し
ま
う
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
き
れ

い
な
川
に
し
て
い
く
た
め
に
、

犬
鳴
川
・
八
木
山
川
の
河
川
清

掃
を
行
い
ま
す
。
き
れ
い
な
遠

賀
川
を
作
り
、
水
環
境
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

と
き　
５
月
27
日
土
、
午
前

９
時
か
ら
１
時
間
程
度

● 

と
こ
ろ　
犬
鳴
川
、
八
木
山

川
流
域

※ 

当
日
は
小
雨
決
行
で
す
。
流

域
内
の
九
カ
所
に
黄
色
の
の
ぼ

り
旗
を
立
て
て
い
ま
す
の
で
、

ご
み
袋
を
受
け
取
っ
て
か
ら
作

業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

生
ゴ
ミ
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金
制
度

　
家
庭
で
発
生
す
る
生
ご
み
を

減
量
さ
せ
、
野
菜
や
花
の
堆
肥

へ
と
再
資
源
化
す
る
た
め
に
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
を
希
望
す
る
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、「
家

庭
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
」パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

古
紙
等
集
団
回
収
補
助
金

制
度

　
市
内
在
住
の
人
で
構
成
す
る

自
治
会
や
公
民
館
、子
ど
も
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

団
体
で
、
集
団
資
源
回
収
活
動

の
内
容
を
理
解
し
、
継
続
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
団
体
を
対

象
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
実
施
団
体
は
、
事
前
に
団

体
登
録
の
申
請
が
必
要
で
す
。

● 

対
象
資
源　
新
聞
紙
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、雑
誌
な
ど
の
古
紙
、

布
類

※ 

市
外
及
び
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

● 

補
助
金
額
　
資
源
回
収
業
者

に
引
き
渡
し
た
資
源
の
量
一

キ
ロ
に
つ
き
八
円

ごみゼロ運動

みんなでふるさとをきれいにしよう
５月２７日はごみゼロ運動（遠賀川水系河川清掃） ● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516

家庭で出たごみも分ければ資源になります。
資源物拠点回収を活用し、ごみを減らしましょう。

カナダ研修の中止

グローバル人材育成プログラム「カナダ研修」を
中止します【新型コロナウイルス感染防止のため】 ● 問い合わせ　本庁政策推進係☎ 32・0512

渡航前には、自分が住んでいる地域
やモノづくりについて知ること、プレ
ゼンテーションの準備など、現地で
の学びに向けて準備を行います。
カナダでは同世代の若者やホストファミリーとの交
流などを通して、異文化の理解や自身の意見を表現
できる力を身につけます。
過去の研修の様子は、右上のＱＲコードから閲覧で
きますので、ぜひご覧ください。

研修の様子 毎
年
夏
に
行
っ
て
い

る
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
カ
ナ
ダ
研
修
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
今
年
度
も
中
止
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
の
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第

広
報
み
や
わ
か
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
カ
ナ
ダ
研
修
」

と
は

　
宮
若
市
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
株
式
会
社
に
よ
る
協
働
事
業

で
、
地
域
の
中
学
生
や
高
校
生

を
海
外（
カ
ナ
ダ
）へ
派
遣
し
て

い
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
生
活
や
同
世
代
の
バ

デ
ィ
ー
と
の
活
動
、
現
地
で
活

躍
す
る
日
本
人
と
の
交
流
な
ど

を
行
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
通
し
て
、「
気
づ
き
」を
得
て

視
野
を
広
げ
、
殻
を
破
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
で
、
自
分
で
考
え
行

動
す
る
大
切
さ
や
将
来
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

訪問するオンタリオ州は五大湖と隣
接し、自然の驚異をじかに感じるナ
イアガラの滝もすぐ近くにあります。

勤務地 応募・問い合わせ

宮田保育園 ３２・０２１０

福丸保育園 ５２・０１６９

なないろ保育園 ２８・８００２

なないろ保育園２ ２８・８０１１

宮若さくらこども園 ３２・２８８８

病児保育とは

　病気の回復期で当面症状の急変は認
められないが、保育施設での集団保育
が難しいお子さんで、保護者が仕事な
どの事情により家庭で保育できない場
合に施設でお預かりするものです。
　市では、鞍手乳児院に併設している
病児・病後児室メリーハウスに委託し、
病児保育を実施しています。

年
末
年
始
除
く
）

※ 

午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で
の

延
長
保
育
も
あ
り
ま
す
。

● 

と
こ
ろ　
病
児
・
病
後
児
室

メ
リ
ー
ハ
ウ
ス
（
鞍
手
乳
児
院

併
設
）

※ 

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

● 

利
用
料　
無
料

※ 

延
長
保
育
料
、
飲
食
代
、
診

断
書
の
費
用
は
必
要
で
す
。

利用の流れ

事前登録

入室

利用予約・かかりつけ医の受診

「病児保育利用者登録書」をメリーハウスに
提出し、利用前にあらかじめ事前登録してく
ださい。

原則、利用希望日の前日午後 6 時までにメ
リーハウスに予約をしてください。
● 専用ダイヤル☎０８０・８５６８・６６８４
※ やむを得ない場合に限り、当日の午前７
時から９時３０分まで予約可。
かかりつけ医に「病児保育利用に関する診
断書」を記入してもらってください。

病児保育利用に関する診断書、保険証など
をそろえてお越しください。

退室

31 2023 年 5 月号

保
育
園
へ
の
入
所

を
希
望
し
て
い

る
児
童
に
対

応
す
る
た
め
、
市
内

の
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
で
働
け

る
保
育
士
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
宮
若
っ
子
を
育
て
る

た
め
に
あ
な
た
の
力
が
必
要
で

す
。
就
職
を
検
討
中
の
人
は
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

● 
必
要
資
格　
保
育
士
資
格
・

幼
稚
園
教
諭・小
学
校
教
諭・

養
護
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
人
（
資
格

取
得
見
込
み
も
可
）
も
し
く

は
、
子
育
て
支
援
員
研
修
を

修
了
し
た
人

● 

勤
務
地　
市
内
５
カ
所
の
民

間
保
育
園
（
左
表
）

※ 

詳
細
は
各
保
育
園
へ
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
の
保
育
園
で
働
く

保
育
士
等
を
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
保
育
所
で
の
勤
務

経
験
が
な
い
人
や
、
ブ
ラ
ン
ク

の
あ
る
人
で
も
、
安
心
し
て
働

け
る
よ
う
、
２
つ
の
支
援
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
保
育
士
等
と
は
、
保
育
士
、

看
護
師
、
准
看
護
師
、
幼
稚
園

教
諭
、
小
学
校
教
諭
、
養
護
教

諭
で
す
。

● 

就
労
支
援
給
付
金

　
▼
対
象
＝
市
内
の
私
立
保
育

園
に
就
職
し
、
一
年
経
過
し

た
保
育
士
等
で
、
市
税
な
ど

に
滞
納
が
な
い
人

　
▼
給
付
額
＝
十
万
円

● 

市
内
保
育
所
へ
の
優
先
入
所

　
▼
対
象
＝
市
内
の
市
立
保
育

園
で
勤
務
す
る
保
育
士
等
の

お
子
さ
ん

保育士募集

病児保育料無償化

宮若市の保育園で働く
保育スタッフを募集しています

病児保育の保育料が無償になりました

● 問い合わせ　本庁子育て支援係☎ 32・０５１７

● 問い合わせ
　病児・病後児室メリーハウス☎４２・０２４６

カナダ研修の中止 ごみゼロ運動 病児保育料無償化 保育士募集
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「緑化講習会」受講者募集

　庭木のせん定と管理を学びます。
● とき　５月２７日土、午前９時３０

分から正午まで（１回目）、午後１時
３０分から４時まで（２回目）

● ところ　宗像ユリックス
● 定員　各回２０人（先着順）
● 申込み方法　電話またはファクス
● 申込み・問い合わせ　福岡県緑

化センター管理事務所☎０９４３・
７２・１１９３

ほたるの夕べの
参加者を募集します

　ほたるの飛び交う幻想的な世界の
中で癒やしを味わいませんか。
● とき　５月２７日土、午後６時から

午後９時まで（雨天中止）
● ところ　ドリームホープ若宮、黒

水宮
● 対象　小学生とその保護者
※ 児童だけの参加は不可（先着５０人）
● 参加費　無料
● 申込締切　５月１９日金
● 申込み・問い合わせ　宮若市観光

協会☎５５・９０９０

企業主導型保育施設利用者の
補助制度を延長します

　市の独自施策である保育料の補助
制度を延長します。対象は、市内外
の企業主導型保育施設を利用する３
歳未満の子どものいる家庭で、上限
は１万３千円です。
　申請方法などは市公式ホームペー
ジでご確認ください。
● 補助期間（延長後）  令和７年度まで
● 問い合わせ　本庁子育て福祉係☎

３２・０５１７

コミュニティバスの一部路線
が変わります【宮田・百合野線】

　5 月1日月から、市のコミュニティ
バス「宮田・百合野線（鍋田団地経由）」
の運行経路を一部変更し、新たに「光
陵団地バス停」に、停車するように
なりました。
　詳細は、バス停に掲示している時
刻表をご確認ください。
● 問い合わせ　本庁商工振興係☎

３２・０５１９

郵便局での証明書交付を
５月３１日で終了します

　宮若市内５つの郵便局で住民票の
写しなどの証明書を交付していまし
たが、マイナンバーカードを活用し
たコンビニエンスストアでの証明書
交付サービスの普及により５月３１日
水をもって終了します。ご理解ご協
力をお願いします。
　なお、市役所本庁市民係でマイナ
ンバーカードの申請サポートを行っ
ていますので、申請を希望する人は
ぜひご利用ください。
● 交付を終了する郵便局　長井鶴郵

便局、笠松郵便局、磯光郵便局、
吉川郵便局、鞍手山口簡易郵便局

● 問い合わせ　本庁市民係☎３２・
０５１４

小さなて みんなではぐくみ 
そだててく【児童福祉週間】

　毎年５月５日の子どもの日から１
週間が、児童福祉週間と定められて
います。
　この機会に次世代を担う子どもた
ちの未来について、家庭や地域で考
えてみませんか。
● 問い合わせ　本庁子育て支援係☎

３２・０５１７

その他
others  information

肢体不自由児療育キャンプ

　県内の肢体不自由児などを対象
に、キャンプ生活を通じて将来社会
に参加して自立の道を開くため、療
育キャンプを行っています。
　詳細は、福岡県肢体不自由児協会
のホームページをご確認ください。
● 申込期間　５月８日月から２６日金

まで（申込多数の場合は抽選）
● 問い合わせ　福岡県肢体不自由児

協会☎０９２・５８４・５７２３

インボイス説明会

　令和５年１０月１日から消費税の仕
入税額控除の方式としてインボイス
制度が始まります。
　直方税務署では、制度開始に向け
消費税の仕組みやインボイス制度に
関する説明会を開催します。ぜひご
参加ください。
● とき　５月１８日木、▷概要編＝午

前１０時から１１時まで ▷導入編＝
午後２時から３時まで

● ところ　直方税務署２階会議室
● 対象　▷概要編＝消費税の仕組み

から知りたい人 ▷導入編＝インボ
イス制度全般を知りたい人

● 定員　各２０人（先着順）
● 予約・問い合わせ　直方税務署☎

２２・０８８０

有害鳥獣害防護柵等補助金

　有害鳥獣による農林産物の被害防
止のために、防護柵などを購入する
場合、その費用の一部を補助します。
　申請方法や補助金の交付要件など
は、お問い合わせください。
● 対象　電気柵、ワイヤーメッシュ

柵、防護ネット
● 補助割合　購入費の２分の１以内
※ 購入前の申請が必要です。
● 問い合わせ　本庁農林対策係☎

３２・０５１８

水防災の最前線！
遠賀川総合水防演習

　水防技術の習得や防災期間の連携
を図るため、水防演習を行います。
防災に関する展示や子どもも楽しめ
る体験ブースなども開催します。
● とき　５月１４日日、午前９時３０

分から午後３時まで（防災演習は１１
時３０分まで）

● ところ　▷水防演習＝飯塚市立岩
地先（遠賀川河川敷） ▷防災展＝飯
塚市役所前駐車場

● 問い合わせ　遠賀川河川事務所防
災情報課☎０９４８・２２・１８３０

あなたの意見を県政へ
県政モニターを募集します

　 県が 行う取り組
みや制度に対して意
見や提案をするモニ
ターを募集します。回
答状況に応じてクオ
カード（上限３，０００円）
を進呈します。応募方法などは県ホー
ムページをご覧ください。
● 任期　委嘱の日から令和６年３月

３１日日まで
● 対象　ふくおか電子申請サービス

の利用や電子メールの送受信がで
きる県内在住の１８歳以上の人（年
齢は４月１日現在）

※ 国や地方公共団体の議員、常勤の
公務員、令和３年度・４年度の県政
モニター経験者は対象外です。
● 応募締切　５月３１日水
● 問い合わせ　福岡県県民情報広報

課☎０９２・６４３・３１０３

戦没者追悼式参列者募集

　先の大戦における戦没者などに追
悼の誠を捧げ、平和を祈念するため
に参列者を募集しています。
　戦争の悲惨さと平和の尊さを若い
世代へ継承するため、遺族の参加を
を受け付けます。
● とき　▷全国戦没者追悼式＝８月

１４日月、１５日火 ▷福岡県戦没者
追悼式＝８月１５日火

● ところ　▷全国戦没者追悼式＝日
本武道館（東京都） ▷福岡県戦没者
追悼式＝県立福岡武道館（福岡市中
央区）

● 申込締切　５月３１日水
● 申込み・問い合わせ　本庁地域福

祉係☎３２・０５６２

募集
invite information

保健事業カレンダー月6
５日 月：にこにこ運動教室（要予約）

午前１０時〜１１時
６日 火：４カ月児健診

受付は午後１時〜
７日 水：すくすく相談（要予約）

受付は午前１０時〜１１時
１３日 火：３歳児健診

受付は午後１時〜
１５日 木：にこにこ運動教室（要予約）

午後１時３０分〜２時３０分
１９日 月：にこにこ運動教室（要予約）

午前１０時〜１１時
２０日 火：７カ月児・１２カ月児健診

受付は午後１時〜
２５日 日：総合健診（要予約）

午前８時３０分〜１０時３０分
２６日 月：総合健診（要予約）

午前８時３０分〜１０時３０分
２７日 火：総合健診（要予約）

午前８時３０分〜１０時３０分
２８日 水：離乳食教室（前期・要予約）

2 日（  午前１０時〜１１時３０分
２９日 木：にこにこ運動教室（要予約）

午後１時３０分〜２時３０分

会場はすべて保健センターパレット
です。

妊娠がわかったら早めに
母子手帳の交付を受けましょう

● 交付時間　平日、午前８時３０分
から午後５時１５分まで

● 問い合わせ
　本庁健康対策係☎３２・１１７７

防災行政無線
放送内容フリーダイヤル
☎０８００・２００・９９４５

火災案内ダイヤル
☎３２・３２１１

情報確認ダイヤル

多面的機能支払交付金を活用しませんか

地目 農地維持支払 資源向上

田 3,000 円 /１０a 2,400 円 /１０a

畑 2,000 円 /１０a 1,440 円 /１０a

草地 250 円 /１０a 240 円 /１０a

● 申込み・問い合わせ　本庁農林対策係☎ 32・0518

多 面的機能支払交付金は、
地域の共同活動を支援

し、農用地や水路、農道、ため池
などの地域資源の保全管理へ
の助成制度です。４月末現在、
市内では２２組織がこれを活用しており、秋に一面のひま
わりが咲き誇る稲光地区（稲光農村保全会）のひまわり畑にも
この交付金が活用されています。
　この交付金を活用する場合は、組織を設立し、市に５年
間の活動計画を提出する必要があります。詳細はお問い
合わせください。

福岡　療育キャンプ 検索

児童福祉週間 検索

2023 年 5 月号
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出生 １２人 転入 １７９人 
死亡 ３５人 転出 １９４人 

● ３月３１日が基準日

NNUMBERUMBER
INFORMATIONINFORMATION

数字で見る宮若市

窃盗犯罪内容 件数 １月からの累計

車上ねらい 0 件 0 件

部品ねらい 0 件 １件

乗り物盗 0 件 １件

自販機ねらい 0 件 0 件

空き巣など 0 件 １件

市内交通事故 件数 １月からの累計

物件事故 ５９件 ２０７件

人身事故 ８人 ３０人

火災種類 件数 １月からの累計

建物火災 １件 １件

その他火災 0 件 １件

死者 0 人 0 人

人口 ３８人 減りました ２６，５６１人

男性 ９人 増えました １２，８４８人

女性 ４７人 減りました １３，７１３人

世帯数 ５０世帯 増えました １３，２１２世帯

火災

事故.犯罪

ごみ
種類 重さ

ごみの量 657,390 キロ

資源回収量 5,451 キロ

１人当たりのごみの量 798.4 グラム

※ ごみ減量目標は総合計画に掲げたもので１人が１カ月に
出すごみの量を７８０グラム以内にしようとするものです。

飲酒運転撲滅

住宅火災警報器
設置しましたか？

第２、第４日曜日は
資源回収の日です

〜１４歳 １１．７％ ３，０９７人

１５歳〜６４歳 ５２．６％ １３，９７９人

６５歳〜 ３５．７％ ９，４８５人

※ 外国人登録者数を含みます。

今月の納期 【５月】

● 軽自動車税　全期
● 納期限　５月３１日水
● 口座振替日　５月２５日木
　納期限内に納付しない場合は督促
状を発送します。
　また、納期限の翌日から延滞金が
発生します。（最初の１カ月は年利２.４％、
以降８.７％）

【５月１日納期限分をお忘れなく】
　固定資産税第１期の納期限は５月
１日月です。納付がない時は、差し
押さえなどの滞納処分を行うことに
なりますので、必ず納付してくださ
い。納付が困難な時はお早めにご相
談ください。

【納税には便利な口座振替を】
　一度口座振替の手続きを行うと、
納期ごとに窓口に支払いへ行く必要
がなくなるため便利です。
　口座振替依頼書は市内の各金融機
関に設置しています。納期限に余裕
をもって手続きをお願いします。
● 問い合わせ　本庁納税管理係☎

３２・１００８

軽自動車税を減免します

　普通車の減免は飯塚・直方県税事
務所へお問い合わせください。
● 対象　 ▽障がいのある人が所有す

る軽自動車 ▽障がいのある人のた
めに使用する軽自動車 ▽障がいの
ある人の利用のために改造した軽
自動車

● 必要書類　 ▽減免申請書 ▽身体障
害者手帳、戦傷病者手帳、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳のう
ち該当するもの ▽運転免許証 ▽自
動車検査証 ▽納税通知書 ▽個人
番号（マイナンバー）

● 申請期限　５月３１日水
● 問い合わせ　本庁市民税係☎３２・

０５１３

商品中古軽自動車などの減免

　商品として所有し、展示している
中古軽自動車の課税免除を行います
ので手続きをお願いします。
● 対象　古物商の許可を受けた販売

業者が所有する軽自動車など
● 申請期限　５月３１日水
● 申請方法　 ▽課税免除申請書 ▽古

物商許可証の写し ▽納税通知書 

▽対象車両の写真（前方・後方の標識
と距離メーター）

● 問い合わせ　本庁市民税係☎３２・
０５１３

行政書士による無料相談会

　相続、相続放棄、遺言、成年後見、
契約などの相談に応じます。
● とき　５月２８日日、午後 1 時か

ら４時まで
● ところ　生涯学習センター「宮若

リコリス」
● 問い合わせ　アソシエイツ宮若
　華村公一事務所☎４２・３９５５

行政相談委員による無料相談会
　
　総務大臣から 4 月 1日付けで、木
下省二さんと塩川利一さんが行政相
談委員に委嘱されました。
　行政サービスに関する相談や行政
の仕組み、手続きに関する相談など、
お気軽にご相談ください。
● とき　５月１７日水、午前１０時から

午後３時まで
● ところ　生涯学習センター「宮若

リコリス」、若宮コミュニティセン
ター「ハートフル」

● 問い合わせ　本庁総務係☎３２・
０５１１

納期
tax・premium  information

相談
consult information

弁護士による無料相談会
　
　５月１日から７日までの「憲法週
間」を記念し、無料法律相談会を行
います。離婚、相続、労働問題など
の相談に応じます。
● とき　５月１５日月、午後１時から
４時まで（要予約。１人３０分以内）
● ところ　飯塚法律相談センター（飯

塚市）
● 予約・問い合わせ　福岡県弁護士

会☎０５７０・７８３・５５２

就学相談を受け付けます

　子どもたちの実態に応じた教育の
充実のための相談を受け付けます。
　対象の児童生徒が通う保育園や施
設、学校などからお申込みください。
● とき・ところ　午前９時から午後

５時まで、 ▽９月４日月から６日
水まで＝保健センターパレット ▽

９月７日木、８日金＝中央公民館
若宮分館

● 対象　小中学校の特別支援学級
（学校）への就学希望者や、特別支
援教育が必要か相談したい人

● 申込締切　６月９日金
● 申込み・問い合わせ　本庁学校教

育係☎３２・１００７

ファイナンシャル
プランニング相談を行います

　ローンや借金の返済など、家計
の支出が多く、税金や保育料を払い
たいけど払えない人などを対象に、

「ファイナンシャルプランナー」が相
談を受け付けます。費用は無料です。

（要予約、１人１時間以内）
● とき　５月１７日水、午前９時から

午後８時まで（次回予定は６月１６日金）
● ところ　本庁１０１会議室
● 問い合わせ　本庁納税管理係☎

３２・１００８

行政書士による
交通事故無料相談会

　交通事故解決までの流れや、保険
請求手続き、後遺症（後遺障がい）認定
申請手続きなどの相談に応じます。
　事故証明書など、相談したい交通
事故に関する資料をお持ちください。
● とき　５月１３日土、午前１０時から

午後４時まで
● ところ　田川文化センター（田川市）
● 問い合わせ　福岡県行政書士会☎

０９２・６４１・２５０１

くらし・行政相談コーナーが
開設しました

　総務省九州管区行政評価局では、
買い物の際に気軽に相談できるよう、
小倉井筒屋内に無料相談窓口を開設
しています。開設日によって相談で
きる内容が異なりますので、お問い
合わせください。
　また、電話での相談にも応じます。
● とき　毎週金曜日、午前１０時から

午後４時まで
● ところ　小倉井筒屋新館８階
● 問い合わせ　総務省九州管区行政

評価局☎０９３・５３１・６７１０

自衛官等採用試験

　詳細はお問い合わせください。
● 募集種目　自衛官候補生、一般幹

部候補生（一般・技術）
● 試験日　▷自衛官候補生＝５月１７

日水から６月２６日月まで ▷一般
幹部候補生＝６月２４日土

● 受付締切　６月１５日木
● 問い合わせ　自衛隊飯塚地域事務

所☎０９４８・２２・４８４７

農業委員を募集します

地の権利移動や転用に関
する審議および決定や助

言、農家からの相談対応などを
行うのが農業委員です。
　今回欠員が生じたため、委員
を募集します。
　詳細はお問い合わせください。
● 対象　農業に関する識見を持ち、農地などの利用最適化の推

進に関する事項や、その他の農業委員会に関する事項に対し、
職務を適切に行うことができる人

● 任期　１０月１日から令和６年８月９日まで

　農業委員会事務局☎３２・３５５３

農 ● 募集人数　１人
● 応募方法　農業委員会事務局窓口にある募集要領で詳細をご

確認の上、必要書類を農業委員会事務局へ提出してください
（自薦・他薦は不問）

● 職務内容　
　① 農地の権利移動や転用に関する審議および決定、現地調査
　② 担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・

解消、新規参入の促進などに関する現地調査、指導、監視業
務など

　③ 農家からの相談対応および農家への助言・指導
● 応募締切　５月３１日水

● 問い合わせ
試験
examination information

福岡　自衛官採用試験 検索
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市立中学校の制服が一新！
EAST & WEST

４月１０日、真新しい制服に身を包んだ新一年生たちが新生活をスタートさせました。
近年の性に関する価値観の多様性を受け、今年制服が新しく生まれ変わり、

スカートとズボンを選ぶことができるようになりました。
ここでは、新入生４人に制服の感想と中学生活への決意を語ってもらいます。

野田 惺零
【 のだ せれ 】

小田 悠理菜
【 おだ ゆりな 】

市場 遥佳
【 いちば はるか 】

山口 彪琉
【 やまぐち たける 】

WEST
宮若西中学校

　これまではズボンが多かったけ
ど、可愛い格好に挑戦したくてス
カートにしました。特にリボンが
お気に入りです。
　小学校では、委員会と勉強を両
立できなかったので、これからは
部活と勉強どちらも頑張ります。

EAST
宮若東中学校

　制服が選べるのは、選ぶワクワ
ク感があって良いと思います。制
服はストレッチが効いているので、
動きやすいです。
　中学校では、小学生の時から続
けている野球だけでなく、勉強も
学年トップを目指して頑張ります。

　制服はすごく動きやすいです。
好きな組み合わせにできるので、
自分の意思で制服を選べるのは良
いと思います。
　バドミントン部と吹奏楽部で悩
んでいるけど、中学では部活に力
を入れて取り組みたいです。

　小学生の時はズボンを履くこと
が多かったけど、先輩たちを見て
いて、制服のスカートに憧れてい
たので、スカートを選びました。
　中学校では、勉強が難しくなる
と思うので、部活と両立できるよ
うに頑張りたいです。

広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします


